
信
濃
国
上
伊
那
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文
種
家
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に
つ
い
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発
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史
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信
濃
国
上
伊
那
郡
樋
口
村

松
田
文
種
家
文
書
に
つ
い
て鳥

居
氏
領
下
の
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
四
月
、
幕
府
直
轄
領
で
あ

っ
た
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
九
月
の
三
回
検
地
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
松
田
家
に
は
、
元
禄
三
年
の
検
地
帳
の
写
が
残
っ
て
い
る

（
史
料
恥
７
～
皿
）
。
村
高
は
、
天
正
検
地
の
結
果
を
記
し
た
「
信
濃

国
伊
那
郡
青
表
紙
御
縄
帳
」
（
万
五
郎
村
上
栄
一
家
文
書
）
で
は
、

五
八
七
石
九
○
二
七
と
な
っ
て
い
る
。
明
暦
二
年
の
検
地
帳
に
は
石

高
の
記
載
が
な
い
も
の
の
、
元
禄
検
地
期
の
古
検
・
新
検
の
比
較
で

は
、
古
検
が
七
四
五
石
に
対
し
、
新
検
が
枝
村
を
含
め
て
九
三
六
石

三
四
八
と
な
っ
て
い
る
（
「
朝
日
村
史
」
四
一
頁
、
以
下
「
朝
日
」
と

略
記
）
・
反
別
は
、
元
禄
検
地
の
時
に
は
田
方
が
四
二
町
五
反
八
畝
一

一
一
歩
、
畑
方
が
四
六
町
三
反
七
畝
二
歩
、
屋
敷
が
二
町
六
反
六
畝
七

歩
で
、
合
計
が
九
一
町
六
反
一
畝
二
一
歩
と
な
っ
て
い
る
。

近
世
の
樋
口
村
は
、
本
村
の
他
、
山
際
村
、
下
田
村
、
万
五
郎
村

の
三
つ
の
枝
村
に
分
れ
て
い
た
。
元
禄
検
地
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
村
高

は
、
本
村
が
二
一
○
石
二
九
九
、
山
際
村
が
二
五
九
石
四
一
八
、
下

田
村
が
二
一
一
一
一
石
五
七
一
、
万
五
郎
村
が
一
一
三
一
石
一
で
あ
る
（
川

馬
場
弘
臣

4６

ま
ぐ
ろ

松
田
家
文
書
は
、
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
大
字
樋
口
字
万
五
郎

の
松
田
文
種
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
で
あ
る
。
旧
村
名
は
信
濃
国
上

伊
那
郡
樋
口
村
で
、
同
家
は
こ
の
樋
口
村
の
名
主
を
務
め
て
い
た
。

屋
号
は
オ
オ
ミ
ナ
ミ
で
あ
る
。
本
目
録
に
は
こ
の
う
ち
近
世
分
（
慶

応
四
年
ま
で
）
の
五
○
九
点
を
年
代
順
に
整
理
し
て
収
録
し
た
。

樋
口
村
は
、
上
伊
那
郡
の
北
東
の
端
に
位
置
し
、
諏
訪
盆
地
の
南

縁
に
あ
た
る
守
屋
山
塊
の
西
部
山
麓
を
越
え
て
諏
訪
郡
と
接
し
て
い

る
。
村
の
北
側
に
赤
羽
村
、
南
側
に
小
河
内
村
が
あ
り
、
西
側
を
天

竜
川
が
流
れ
て
い
る
。

当
村
に
お
け
る
支
配
の
変
遷
は
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
○
）
毛

利
秀
頼
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
京
極
高
知
、
慶
長
五
年
（
一
六

○
○
）
保
科
正
光
（
高
遠
藩
領
二
万
五
千
石
の
成
立
）
、
寛
永
一
三
年

（
一
六
三
六
）
鳥
居
忠
春
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
幕
府
直
轄
領
と

き
よ
か
ず

な
り
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
内
藤
清
枚
が
入
部
１
し
て
以
降
は
、

内
藤
氏
高
遠
藩
領
と
な
っ
て
い
る
。

当
村
で
は
、
天
正
一
八
年
の
毛
利
秀
頼
に
よ
る
太
閤
検
地
以
降
、



て
同
家
に
残
っ
て
い
る
史
料
の
多
く
は
、
名
主
を
勤
め
て
い
た
時
期

の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
時
期
的
に
は
文
化
期
以
降
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
樋
口
村
の
全
体
像
を
描
き
出
す
た
め
に
は
、
役
筋
の
家
を

中
心
に
広
く
史
料
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
下
松
田
家
文
書
を
紹
介
し
な
が
ら
、
三
点
ほ
ど
課
題
の
提
示
を

試
み
て
み
た
い
。

ま
ず
第
一
点
目
は
、
当
該
地
方
の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
に
関

わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
上
伊
那
十
三
騎
の
存
在
と
保
科
正
之

の
山
形
転
封
が
問
題
と
な
ろ
う
（
長
谷
川
正
次
「
高
遠
藩
の
基
礎
的

研
究
」
国
害
刊
行
会
一
九
八
五
な
ど
）
。
上
伊
那
十
三
騎
は
武
田

氏
の
伊
那
侵
入
を
契
機
と
し
て
結
成
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
在
地
小
領

主
層
の
一
撲
的
結
合
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
伊
那
十
三
騎
は
、

保
科
氏
の
入
封
に
よ
っ
て
外
城
士
（
い
わ
ゆ
る
郷
士
）
と
い
う
形
で
、

そ
の
軍
役
体
系
に
組
み
込
ま
れ
た
。
樋
口
村
関
係
で
は
、
十
三
騎
の

騎
馬
大
将
樋
口
七
郎
右
衛
門
が
一
五
○
石
で
樋
口
村
住
、
同
茂
兵
衛

が
一
○
○
石
で
下
田
村
住
、
同
清
右
衛
門
が
一
○
○
石
で
同
じ
く
下

田
村
住
、
有
賀
宮
内
が
一
○
○
石
で
山
際
村
住
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
知
行
形
態
の
上
で
は
地
方
知
行
を
と
っ
て
い
た
。
慶
長
一
四

年
（
一
六
○
九
）
三
月
の
「
樋
口
御
縄
高
辻
」
（
史
料
恥
２
）
は
、
樋

口
村
に
お
け
る
樋
口
衆
分
の
地
方
知
行
と
蔵
入
分
の
書
上
で
あ
る
。

さ
て
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
正
光
の
没
後
保
科
家
の
家
督
を

継
い
だ
正
之
は
、
三
代
将
軍
家
光
の
異
母
兄
弟
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

4７

子
沢
分
除
く
）
。
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
に
は
、
東
割
、
西
割
の

二
つ
の
村
に
分
か
れ
、
年
貢
割
付
状
な
ど
も
こ
れ
以
後
は
別
個
に
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
史
料
恥
Ⅲ
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
樋

口
村
の
運
営
は
、
こ
れ
以
前
か
ら
東
割
、
西
割
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
名
主
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
後
述
）
。

上
伊
那
地
方
で
は
「
役
筋
の
家
」
と
し
て
村
役
人
と
な
る
家
筋
が

決
ま
っ
て
お
り
、
松
田
家
は
代
々
名
主
筋
の
家
で
、
西
割
の
名
主
を

勤
め
て
い
た
。
元
禄
検
地
以
降
の
各
家
の
家
筋
を
調
べ
た
天
保
一
○

年
（
一
八
三
九
）
の
「
軒
別
書
上
帳
」
（
史
料
恥
測
）
で
は
、
初
代
久

左
衛
門
（
元
禄
一
二
年
五
月
没
）
、
二
代
文
右
衛
門
（
寛
保
二
年
一
○

月
没
）
、
三
代
文
蔵
（
寛
政
六
年
二
月
没
）
、
四
代
久
右
衛
門
（
文

政
四
年
四
月
没
）
、
五
代
七
郎
右
衛
門
（
文
化
一
三
年
一
二
月
没
）
、

六
代
周
右
衛
門
（
天
保
七
年
二
月
没
）
、
七
代
文
蔵
（
明
治
九
年
一

一
月
没
）
と
な
っ
て
い
る
（
没
年
は
文
種
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
。
こ

の
う
ち
名
主
を
勤
め
た
の
は
、
三
代
文
蔵
が
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六

三
）
～
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
と
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
～
同

六
年
、
四
代
久
右
衛
門
が
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
～
同
三
年
、
五

代
七
郎
右
衛
門
が
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
～
同
九
年
、
六
代
周
右

衛
門
が
文
政
一
○
年
（
一
八
二
七
）
～
同
一
二
年
と
天
保
四
年
（
一

八
三
三
）
～
同
六
年
、
七
代
文
蔵
が
天
保
一
四
年
（
一
八
四
一
一
一
）
～
弘

化
二
年
（
一
八
四
五
）
と
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
～
同
四
年
で
あ

る
（
史
料
Ⅲ
州
お
よ
び
『
朝
日
』
一
○
八
～
一
○
九
頁
）
。
し
た
が
っ



織
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
。
本
村
と
山
際
村
が
東
割
、
下
田
村
と
万
五

郎
村
が
西
割
で
あ
る
。

松
田
家
文
書
中
の
年
貢
勘
定
帳
を
み
る
と
、
下
田
村
（
上
と
下
が

あ
る
）
と
万
五
郎
村
の
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

（
赤
羽
村
は
隣
村
）
。
ま
た
確
か
な
と
こ
ろ
で
は
、
元
禄
検
地
以
降
は

東
・
西
の
両
割
に
名
主
が
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
よ
う
で
あ
る
含
朝

日
室
○
七
～
一
○
九
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
分
村
以
前
の
樋
口
村
の
年

貢
徴
収
体
系
は
、
東
西
両
割
の
名
主
の
責
任
に
お
い
て
、
ま
ず
各
々

の
配
下
の
枝
村
ご
と
に
勘
定
が
行
な
わ
れ
（
下
田
村
の
場
合
は
さ
ら

に
上
・
下
村
に
分
れ
て
い
た
）
、
こ
れ
を
東
・
西
割
で
集
計
し
、
さ
ら

に
両
割
で
調
整
し
て
樋
口
村
一
村
分
の
年
貢
が
計
上
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
諸
役
に
つ
い
て
も
お
そ
ら
く
同
様
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
松
田
家
文
書
で
は
、
西
割
名
主
の
交
代
に
伴
う
未
進
年
貢

の
取
扱
い
に
関
す
る
宝
暦
一
四
年
（
一
七
六
四
）
の
願
書
（
史
料
脆
弱
）

や
、
水
帳
の
所
持
を
め
ぐ
っ
て
東
割
と
西
割
と
が
争
っ
た
一
件
に
関

す
る
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
西
割
の
口
上
書
（
史
料
叱
兇
）
な

ど
が
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に
後
者
に
は
樋
口
村
の
来
歴
に
関
す
る
記

述
が
み
ら
れ
る
が
、
概
し
て
本
村
や
枝
村
、
あ
る
い
は
東
西
両
割
の

内
実
や
相
互
の
関
係
な
ど
を
示
す
史
料
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
九
月
、
東
西
両
割
は
公
式
に

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
村
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

時
の
申
渡
し
（
史
料
恥
Ⅲ
）
に
よ
る
と
、
宝
暦
以
降
村
が
困
窮
し
て

4８

て
、
同
一
三
年
（
一
六
三
六
）
に
は
高
遠
領
二
万
五
千
石
か
ら
出
羽

最
上
領
二
○
万
石
へ
の
加
増
転
封
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
急
激
な
加

増
に
よ
り
、
家
臣
団
の
拡
大
が
急
務
と
な
っ
た
保
科
氏
は
、
上
伊
那

十
三
騎
や
そ
の
一
族
郎
党
を
は
じ
め
、
格
式
の
あ
る
百
姓
ま
で
を
家

臣
に
取
立
て
、
山
形
へ
召
し
連
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
具
体
的

な
状
況
を
記
し
た
の
が
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
二
の
「
保
科
肥
後

守
殿
分
限
帳
並
諸
事
書
留
」
（
史
料
恥
３
）
で
あ
る
。
こ
の
と
き
在
地

か
ら
山
形
へ
召
し
連
れ
ら
れ
た
人
数
は
三
九
名
に
及
ん
で
い
る
が
、

枝
村
を
含
め
た
樋
口
村
の
関
係
で
は
、
騎
馬
大
将
の
樋
口
七
郎
右
衛

門
以
下
一
八
名
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
「
書
留
」
に

は
村
ご
と
に
見
送
り
人
の
氏
名
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
総

数
は
三
八
力
村
三
七
八
名
に
及
ん
で
お
り
、
万
五
郎
村
の
八
名
の
中

に
は
松
田
久
左
衛
門
の
名
が
み
え
る
。

郷
士
層
を
は
じ
め
と
す
る
村
落
の
有
力
者
層
の
大
量
移
動
が
、
当

該
地
方
の
中
世
的
な
も
の
を
払
拭
し
、
近
世
村
落
の
確
立
に
つ
い
て

の
一
大
転
機
と
な
っ
た
点
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
上
伊
那
十
三
騎

を
中
心
と
し
た
郷
士
層
に
よ
る
地
方
知
行
の
具
体
的
実
態
や
、
彼
ら

の
山
形
へ
の
移
動
が
在
地
に
与
え
た
具
体
的
な
影
響
に
つ
い
て
は
、

な
お
今
後
の
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
第
二
点
目
は
、
樋
口
村
の
内
部
組
織
と
村
落
運
営
の
問
題
で

あ
る
。
前
述
し
た
ご
と
く
、
樋
口
村
は
本
村
の
他
三
つ
の
枝
村
に
分

れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
枝
村
は
東
割
と
西
割
と
い
う
二
つ
の
行
政
組



あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
松
田
家
に
は
、
夫
銭
割
や
寄
合
依
頼
な
ど
の
村

政
に
関
わ
る
東
割
名
主
か
ら
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

村
落
運
営
の
一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
第
三
点
目
と
し
て
、
天
保
一
○
年
（
一
八
三
九
）
の
家
筋

調
（
史
料
叱
加
）
の
問
題
を
上
げ
て
お
き
た
い
。
こ
の
家
筋
調
は
、

翌
天
保
二
年
が
、
内
藤
氏
が
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
高
遠
領

を
拝
領
し
て
以
来
一
五
○
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
記
念
し

て
「
拝
地
一
五
○
年
祭
」
を
計
画
し
、
そ
の
祝
賀
の
一
環
と
し
て
行

な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
元
禄
三
年
の
検
地
の
際
の
縄
請

者
を
初
代
と
し
て
、
役
筋
の
家
か
平
方
の
家
か
と
い
う
家
筋
の
調
査

が
行
な
わ
れ
た
。
と
は
い
え
内
実
は
、
こ
れ
を
基
礎
に
領
内
か
ら
献

金
を
出
さ
せ
、
さ
ら
に
一
定
の
額
を
献
金
す
れ
ば
役
筋
へ
の
取
立
て

や
復
帰
が
叶
う
と
い
う
も
の
で
、
藩
財
政
へ
の
補
填
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
す
で
に
こ
う
し
た
藩
財
政
の
改

革
の
観
点
か
ら
、
長
谷
川
氏
（
「
前
掲
書
」
）
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が

あ
る
。
た
だ
、
確
か
に
こ
の
政
策
が
、
第
一
義
的
に
藩
財
政
の
補
填

（
改
革
）
と
し
て
行
な
わ
れ
た
点
は
重
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
同
時
に

そ
れ
が
家
筋
調
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
、
す
な
わ
ち

こ
の
政
策
を
、
当
該
期
の
村
社
会
の
動
向
と
藩
当
局
に
よ
る
村
落
秩

序
、
家
格
秩
序
の
再
編
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
直
し
て
み
る
こ
と

も
ま
た
重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
時
期
が
村
落
の
内
的
秩
序
、
と
り
わ
け
旧
来
の
家
格
的
秩
序

4９

い
る
が
、
こ
れ
は
樋
口
村
が
大
村
で
、
村
役
人
の
指
導
が
行
き
届
か

な
い
た
め
で
あ
る
か
ら
、
二
村
に
分
け
て
皆
が
出
精
す
れ
ば
、
次
第

に
村
柄
も
立
直
る
だ
ろ
う
と
す
る
村
民
一
同
の
願
い
に
よ
っ
て
、
分

村
を
申
渡
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
申
渡
し
で
は
、
樋
口
村
九
二
六

石
三
五
一
の
う
ち
、
東
割
が
四
四
一
石
二
九
七
、
西
割
が
四
八
五
石

○
五
四
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
分
村
に
対
し
て
は
、
同
じ

九
月
に
東
割
と
西
割
で
、
藩
役
人
出
郷
の
接
待
、
諸
普
請
、
三
宝
大

荒
神
祭
礼
、
両
割
の
寄
合
、
入
会
の
規
定
な
ど
の
村
政
に
関
わ
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
取
決
め
た
、
「
書
違
一
札
之
事
」
と
称
す
る
一
七
カ

条
の
議
定
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
「
朝
日
』
九
二
～
九
四
頁
）
。

近
年
村
落
内
部
の
村
組
や
小
名
な
ど
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
で
い

る
が
、
そ
こ
で
は
村
組
な
ど
の
自
律
的
な
側
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、

そ
の
行
財
政
的
な
機
能
や
、
生
産
・
生
活
に
対
す
る
位
置
付
け
の
具

体
的
な
検
証
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
樋
口
村
の
内
部
組
織
に
つ
い
て

も
、
そ
の
成
立
の
時
期
や
経
緯
と
い
っ
た
問
題
も
含
め
て
、
先
の
よ

う
な
視
点
を
盛
り
込
み
つ
つ
具
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

言
い
換
え
れ
ば
、
樋
口
村
に
つ
い
て
は
、
本
村
と
各
枝
村
、
東
西
両

割
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
上
に
立
脚
し
て
い
る
樋
口
村
、
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
と
相
互
の
関
係
、
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
変
遷
が
検
討
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
分
村
の
問
題
も
、
そ
う
し
た

従
来
の
構
造
の
上
で
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
点
分
村
後
の
両
割
の
政
治
的
経
済
的
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
で



前
者
が
全
体
的
に
少
な
い
理
由
に
関
し
て
は
、
今
後
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
が
、
嘉
永
期
に
か
け
て
役
筋
の
把
握
が
よ
り
細
分
化
さ
れ
、

一
方
で
平
方
の
役
筋
獲
得
運
動
が
広
範
に
展
開
し
、
そ
の
数
が
急
増

す
る
傾
向
に
あ
っ
た
点
は
一
般
的
に
も
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
（
「
上

伊
那
誌
」
歴
史
篇
）
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
天
保
期
か
ら
嘉
永
期
に
か
け

て
の
家
筋
調
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
な
観
点
か
ら
、
一
連
の
流
れ
の

中
で
追
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
他
松
田
家
文
書
に
は
、
当
地
方
に
特
徴
的
な
交
通
運
輸
業
で

あ
る
中
馬
に
関
す
る
史
料
な
ど
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

【
付
記
】
松
田
文
種
家
文
書
の
調
査
は
、
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町

の
古
文
書
調
査
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）

七
月
に
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
の
調
査
・
整
理
に
は
、

天
野
説
子
、
井
上
攻
、
兼
子
孝
之
、
高
橋
寿
夫
、
中
島
純
子
、

橋
井
雅
巳
、
馬
場
弘
臣
、
平
野
正
裕
、
日
露
野
好
章
、
松
田

純
子
、
松
田
美
穂
、
山
下
繁
雄
が
あ
た
っ
た
。

調
査
に
際
し
て
は
、
文
書
所
蔵
者
で
あ
る
松
田
文
種
氏
を

は
じ
め
、
松
田
喜
行
氏
・
文
忠
氏
や
原
茂
人
氏
、
お
よ
び
各
々

の
ご
家
族
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
合
宿
の

楽
し
い
思
い
出
と
共
に
、
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
（
〒
加
厚
木
市
戸
室
六
二
七
’
一
）

5０

が
大
き
く
動
揺
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
、

こ
う
し
た
政
策
を
下
か
ら
支
え
た
、
あ
る
い
は
促
し
た
要
素
と
い
っ

た
も
の
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
こ
の
政
策
の
発
案
者
が
、
北
沢
勝
兵
衛
・
原
熊
三
郎
・
北
原

九
仁
太
郎
と
い
っ
た
豪
農
層
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
示
唆
的
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
に
、
そ
れ
が
各
々
の
村
に
与
え
た
具
体
的
な
イ
ン
パ
ク

ト
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
実
際
樋
口
村
西
割
で
も
、

こ
の
家
筋
調
に
際
し
て
、
と
く
に
組
頭
筋
を
め
ぐ
っ
て
村
方
が
「
混

雑
」
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
は
「
村
方
一
統
組
頭
筋
」
と
い
う

こ
と
で
示
談
が
成
立
し
た
が
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
は
こ
の

件
に
関
し
て
藩
か
ら
吟
味
を
受
け
て
い
る
（
史
料
Ⅲ
川
）
。

ま
た
、
嘉
永
期
に
は
家
筋
の
再
調
査
が
行
な
わ
れ
、
西
割
で
は
こ

れ
に
伴
っ
て
多
数
の
家
筋
訂
正
願
い
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
史
料
恥
捌
．

川
棚
～
肋
刑
）
。
そ
し
て
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
に
は
、
こ
の

再
調
査
の
結
果
を
記
し
た
「
家
筋
軒
別
書
上
帳
」
が
作
成
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
（
村
上
栄
一
家
文
書
）
。
こ
の
時
の
「
書
上
帳
」
は
、
役

筋
の
家
が
名
主
筋
、
長
百
姓
筋
、
組
頭
筋
と
細
分
化
さ
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
結
果
西
割
で
は
、
天
保
一
○
年
で
は
役
筋
一

二
軒
（
休
役
三
軒
を
含
む
）
、
平
方
一
八
軒
で
あ
っ
た
も
の
が
、
嘉
永

四
年
で
は
名
主
筋
一
三
軒
、
長
百
姓
筋
六
軒
、
組
頭
筋
二
七
軒
、
お

よ
び
平
方
が
二
○
軒
と
な
っ
て
い
る
。
軒
数
に
か
な
り
の
異
同
が
あ

る
が
、
当
時
の
西
割
の
軒
数
の
総
計
は
後
者
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。



松
田
文
種
家
文
書
目
録

皿
元
禄
三
年
一
二
月
二
一
日
（
末
寺
へ
御
朱
印
定
写
、
裏
二
紙
１

本
寺
別
紙
添
簡
ノ
写
ア
リ
）
金
剛
頂
院
栄
鏡
↓
高
徳
寺

旧
元
禄
五
年
一
二
月
一
一
八
日
（
社
地
ト
寺
内
ノ
境
二
付
取
紙
１

決
手
形
）
香
蓮
寺
使
伝
四
郎
↓

Ｍ
元
禄
七
年
二
月
七
日
乍
恐
以
口
上
書
御
訴
詔
申
上
候
御
継
１

事
（
問
屋
衆
中
馬
通
シ
馬
差
留
一
件
二
付
）
新
町
村
年
寄

定
右
衛
門
外
三
名
↓
奉
行
所

過
元
禄
七
年
三
月
一
五
日
信
濃
伊
那
郡
七
拾
三
ヶ
村
中
馬
継
１

申
口
上
（
七
三
力
村
中
馬
卜
一
九
力
宿
ト
ノ
争
論
、
中
馬

通
行
差
押
エ
ノ
件
一
一
付
）
新
町
村
定
右
衛
門
外
三
名
↓

奉
行
所

肥
元
禄
一
四
年
二
月
捉
（
諸
末
寺
相
守
ル
ベ
キ
本
寺
ノ
紙
１

法
度
）
高
野
山
金
剛
頂
院
栄
鏡
↓
末
寺
高
徳
寺
外
四
寺

Ⅳ
元
禄
一
五
年
正
月
一
八
日
御
当
家
御
朱
印
写
（
諸
末
寺
継
１

相
守
ル
ベ
キ
本
寺
ノ
法
度
）
高
野
山
金
剛
頂
院
栄
鏡
↓
信

州
伊
那
郡
本
寺
高
徳
寺
外
四
寺

肥
（
元
禄
期
）
農
業
全
書
（
八
巻
欠
）
宮
崎
安
貞
↓
冊
９

岨
宝
永
元
年
七
月
二
五
日
山
論
公
裁
山
御
絵
図
御
裏
書
写
綴
ｌ

松
田
久
右
衛
門
↓

別
宝
永
六
年
三
月
一
一
日
書
達
証
文
之
事
（
御
堂
建
立
井
紙
１

寺
修
復
材
伐
取
ノ
件
）
香
蓮
寺
眼
精
↓
名
主
平
六
外
七

名
Ⅲ
宝
永
六
年
三
月
一
一
日
書
達
証
文
之
事
（
御
堂
建
立
井
紙
１

寺
修
復
材
伐
取
ノ
件
）
香
蓮
寺
眼
精
↓
名
主
平
六
外
七

名

5１

１
慶
長
元
年
二
月
八
日
（
松
田
家
系
図
）
関
白
豊
臣
秀
吉
軸
１

外
二
名
↓

２
慶
長
一
四
年
三
月
八
日
樋
口
御
縄
高
辻
（
樋
口
衆
分
．
冊
１

蔵
入
分
書
上
、
天
和
二
年
皆
済
手
形
写
合
綴
）
池
上
伝
兵

衛
↓
樋
口
肝
煎
藤
左
衛
門

３
慶
安
四
年
九
月
保
科
肥
後
守
殿
分
限
帳
並
諸
事
書
留
横
１

４
天
和
二
年
九
月
二
四
日
酉
御
物
成
皆
済
手
形
之
事
沢
紙
１

地
又
八
郎
↓
樋
口
村
八
郎
兵
衛
外
一
名

５
天
和
三
年
七
月
二
三
日
戊
御
物
成
皆
済
手
形
之
事
沢
紙
１

地
又
八
郎
↓
樋
口
村
助
右
衛
門
外
一
名

６
元
禄
三
年
六
月
五
人
組
御
法
度
前
書
之
事
↓
代
官
紙
１

７
元
禄
三
年
九
月
樋
口
村
御
検
地
水
帳
（
一
番
）
真
田
伊
冊
１

豆
守
内
御
検
地
惣
奉
行
望
月
監
物
外
一
七
名
↓

８
元
禄
三
年
九
月
信
濃
国
伊
那
郡
樋
口
村
御
検
地
水
帳
冊
１

（
二
番
）
真
田
伊
豆
守
望
月
監
物
外
一
七
名
↓

９
元
禄
三
年
九
月
信
濃
国
伊
那
郡
樋
口
村
御
検
地
水
帳
冊
１

（
三
番
）
真
田
伊
豆
守
内
御
検
地
惣
奉
行
望
月
監
物
外
一

七
名
↓

皿
元
禄
三
年
九
月
信
濃
国
伊
那
郡
樋
口
村
御
検
地
水
帳
三
冊
１

冊
寄
帳
真
田
伊
豆
守
望
月
監
物
↓

Ⅱ
元
禄
三
年
二
月
四
日
扱
申
手
形
之
事
（
樋
ロ
ノ
沢
両
紙
１

村
山
論
一
一
付
山
手
等
取
決
）
樋
口
村
名
主
助
右
衛
門
↓



躯
元
文
元
年
一
一
一
月
一
一
八
日
売
渡
申
田
之
事
（
畑
二
筆
計
紙
１

五
畝
二
九
歩
、
金
一
一
両
三
分
ト
永
一
一
一
一
七
文
五
分
ニ
テ
売

羽
宝
暦
一
一
一
一
年
一
一
一
月
未
御
年
貢
勘
定
帳
（
西
樋
口
村
分
、
横
１
団

渡
）
田
地
売
主
又
兵
衛
外
二
名
↓
左
次
右
衛
門
外
一
名

明
和
六
年
子
御
年
貢
取
立
覚
帳
合
綴
）
名
主
文
蔵
↓

羽
寛
保
二
年
一
一
月
一
日
売
渡
申
田
地
証
文
之
事
（
田
二
筆
紙
１

別
宝
暦
一
一
一
一
年
一
一
一
月
未
ノ
御
年
貢
勘
定
帳
（
西
樋
口
村
横
１

計
一
反
四
畝
一
一
四
歩
、
金
二
両
二
分
ニ
テ
売
渡
）
樋
口

赤
羽
分
）
名
主
文
蔵
↓

村
売
主
清
左
衛
門
外
二
名
↓
万
五
郎
村
文
右
衛
門
弱
宝
暦
一
四
年
一
一
月
乍
恐
以
書
付
ヲ
奉
願
上
候
御
書
（
名
継
１

別
延
享
四
年
一
一
月
四
日
売
渡
シ
申
田
地
之
事
（
田
二
筆
計
紙
１

主
交
代
一
一
付
未
進
年
貢
取
扱
ノ
件
）
樋
口
村
西
割
名
主

九
畝
二
○
歩
、
金
一
一
両
ニ
テ
売
渡
）
売
主
兵
助
外
三
名
↓

文
蔵
外
二
名
↓
岡
村
又
右
衛
門

新
左
衛
門
外
一
名

鉛
宝
暦
一
四
年
四
月
八
日
樋
口
村
新
開
田
畑
改
帳
（
万
五
横
１

妬
延
享
五
年
一
一
一
月
一
五
日
売
渡
申
田
地
之
事
（
上
田
九
畝
紙
１

郎
村
分
）
名
主
文
蔵
↓

一
九
歩
、
金
一
両
三
分
ニ
テ
売
渡
）
売
主
弥
七
外
二
名
↓
訂
宝
暦
一
四
年
四
月
樋
口
村
新
開
田
畑
改
帳
小
野
金
右
冊
１

井
左
衛
門
両
村
衆
中

衛
門
外
七
名
↓

恥
唯
窪
雲
鰐
二
棚
髪
旧
管
澗
傭
浦
誌
櫓
藤
紙
‐

銘
宝
暦
一
四
年
一
一
一
月
当
御
年
貢
勘
定
帳
（
赤
羽
村
分
）
横
１

寺
外
四
寺
↓
遠
藤
全
八

西
樋
口
村
名
主
文
蔵
↓

胡
明
和
元
年
一
○
月
信
濃
国
伊
那
郡
樋
口
村
申
年
可
納
御
継
１

町
議
謬
第
付
器
此
層
卿
蕊
よ
蛎
礁
溌
和
州
紙
‐

年
貢
免
定
事
小
野
金
右
衛
門
外
七
名
↓
樋
口
村
村
役
人

四
寺
↓
中
山
葵
Ⅱ
識
謹
聴
一
一
謹
蘇
蕊
夢
篇
制
継
Ⅲ

肥
綻
鯛
陥
牌
叫
矩
旧
庶
馴
湘
角
梢
飾
》
踊
り
証
文
）
名
主
儀
紙
１

虹
明
和
元
年
一
一
一
月
当
御
年
貢
人
別
勘
定
帳
（
下
田
村
分
）
横
１

羽
議
施
汎
森
款
鋸
帥
腺
臓
鮮
磯
剛
蝋
剛
怖
製
馴
蛎
司
御
箇
条
継
’
樋
口
村
名
主
文
蔵
↓

釦
犠
龍
舟
定
斡
一
削
棚
直
能
熊
胴
岬
祁
鯛
旧
鮒
昨
榊
何
鋤
澗
継
１

蛇
鑑
謹
砺
一
丸
雛
帥
畑
荊
蚊
慧
胤
蕊
柵
咽
鰹
紙
‐

衛
門
外
二
名

Ⅲ
宝
暦
一
二
年
二
月
当
本
御
年
貢
勘
定
帳
（
赤
羽
分
）
横
１

樋
口
村
名
主
文
蔵
↓

粥
明
和
二
年
一
二
月
酉
御
年
貢
帳
（
万
五
郎
村
）
名
主
文
横
１

蔵
↓

塊
宝
暦
一
二
年
一
二
月
当
午
ノ
御
年
貢
勘
定
帳
（
樋
口
村
横
１

分
）
名
主
文
蔵
↓

“
明
和
二
年
一
二
月
酉
御
年
貢
勘
定
帳
（
下
田
村
分
）
名
横
１

主
文
蔵
↓
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妬
明
和
三
年
一
一
一
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
万
五
郎
村
分
）
名
横
１
肥
安
永
二
年
三
月
乍
恐
以
上
書
申
上
候
御
事
（
樋
口
村
継
１

水
帳
所
持
ノ
件
二
関
ス
ル
東
割
ト
ノ
争
論
二
付
）
樋
口
村

主
文
蔵
↓

西
割
名
主
文
蔵
外
二
名
↓
中
山
藤
八

輪
明
和
三
年
一
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
赤
羽
村
）
名
主
文
横
１

弱
安
永
一
一
年
二
月
御
歳
貢
勘
定
帳
（
下
田
村
）
名
主
文
横
１

蔵
↓

蔵
↓

〃
明
和
三
年
一
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
下
田
村
分
）
名
主
横
１

帥
安
永
一
一
年
二
月
御
歳
貢
勘
定
帳
（
万
五
郎
村
）
名
主
横
１

文
蔵
↓

文
蔵
↓

網
明
和
四
年
一
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
万
五
郎
村
）
名
主
横
１

文
蔵
↓
田
安
永
一
一
年
二
月
巳
御
年
貢
上
納
通
（
樋
口
村
分
）
中
横
１

山
藤
八
↓

⑲
明
和
四
年
一
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
赤
羽
村
分
）
名
主
横
１

脇
安
永
一
一
一
年
一
一
一
月
売
渡
シ
申
畑
之
事
（
下
々
畑
一
一
八
歩
、
紙
１

文
蔵
↓

金
二
両
ニ
テ
売
渡
）
売
主
幸
左
衛
門
外
二
名
↓
文
蔵

別
明
和
四
年
一
一
一
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
下
田
村
）
名
主
文
横
１

田
安
永
一
一
一
年
一
○
月
信
濃
国
伊
那
郡
樋
口
村
午
年
可
納
御
継
１

蔵
↓

年
貢
免
定
事
宇
沼
惣
左
衛
門
外
七
名
↓
樋
口
村
村
役
人

別
明
和
五
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
下
田
村
分
）
名
主
横
１

Ｍ
安
永
一
一
一
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
上
下
田
村
分
）
名
横
１

文
蔵
↓

主
文
蔵
↓

塊
明
和
五
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
万
五
郎
村
分
）
名
横
１

価
安
永
四
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
万
五
郎
村
）
名
主
横
１

主
文
蔵
↓

文
蔵
↓

弱
明
和
七
年
二
月
売
渡
申
田
地
之
事
（
下
々
田
四
畝
一
八
紙
１

歩
、
金
一
一
一
両
二
分
ニ
テ
売
渡
）
売
主
太
左
衛
門
外
六
名
髄
安
永
四
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
下
田
村
）
名
主
文
横
１

蔵
↓

↓
文
蔵

別
明
和
七
年
二
月
売
渡
シ
申
林
之
事
（
畑
一
畝
歩
、
代
銭
紙
１
師
安
永
四
年
一
二
月
乍
憧
以
書
付
申
上
候
御
事
（
香
蓮
寺
継
１

後
住
二
付
故
障
ノ
件
）
平
出
村
高
徳
寺
外
四
寺
↓
本
寺

八
○
○
文
ニ
テ
売
渡
）
売
主
太
左
衛
門
↓

高
野
山
金
剛
頂
院
役
僧
中

弱
明
和
八
年
三
月
売
渡
シ
申
田
畑
之
事
（
田
畑
計
二
畝
一
一
横
１

七
歩
、
金
三
両
二
分
ニ
テ
売
渡
）
売
主
利
助
外
二
名
↓
開
安
永
五
年
正
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
香
蓮
寺
継
１

後
住
ノ
件
二
付
）
滅
罪
壇
中
↓
高
野
山
金
剛
頂
院
役
僧

弱
明
和
八
年
二
月
卯
御
年
貢
米
上
納
通
樋
口
村
↓
横
１

冊
安
永
五
年
正
月
乍
恐
再
以
書
付
奉
願
上
候
事
（
後
主
ノ
継
１

Ｗ
明
和
九
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
下
田
村
）
名
主
文
横
１

儀
二
付
）
香
蓮
寺
隠
居
頼
意
外
一
一
一
一
名
↓
高
野
山
金
剛

蔵
↓

頂
院



別
天
明
三
年
一
二
月
御
検
地
竿
〆
四
ヶ
村
田
畑
惣
高
寄
帳
冊
１
別

万
五
郎
村
原
田
左
治
右
衛
門
↓

腿
天
明
四
年
二
月
売
渡
ス
申
畑
証
文
之
事
（
下
々
畑
六
畝
紙
１

七
歩
、
代
金
二
両
一
分
卜
銭
二
○
○
文
ニ
テ
売
渡
）
畑
売

主
十
蔵
外
二
名
↓
久
右
衛
門

脇
天
明
四
年
三
月
金
子
貸
シ
付
証
口
［
］
（
破
損
甚
シ
）
横
１

別
天
明
四
年
五
月
一
○
日
簡
便
方
（
松
平
周
防
守
殿
御
渡
綴
１

候
御
書
付
写
外
、
天
保
五
年
ノ
写
）
高
遠
勧
諭
方
役
所
蔵

梓
↓

開
天
明
五
年
三
月
売
渡
ス
申
畑
手
形
之
事
（
下
畑
一
反
歩
、
紙
１

金
三
両
二
朱
ニ
テ
売
渡
）
畑
売
主
八
郎
治
外
三
名
↓
久

右
衛
門

別
天
明
五
年
三
月
売
渡
ス
申
田
地
証
文
之
事
（
上
田
一
反
紙
１

六
畝
二
歩
、
金
四
両
二
分
ニ
テ
売
渡
）
売
主
万
次
郎
外
四

名
↓
久
右
衛
門

師
天
明
五
年
三
月
売
渡
申
田
地
之
事
（
中
田
一
反
二
畝
八
継
１

歩
、
金
五
両
二
分
ニ
テ
売
渡
）
田
地
売
主
弥
左
衛
門
外
三

名
↓
久
右
衛
門

胡
天
明
五
年
四
月
売
渡
申
畑
萱
野
之
事
（
原
畑
四
畝
一
二
継
１

歩
、
金
一
両
一
分
ニ
テ
売
渡
）
畑
売
主
弥
左
衛
門
外
三
名

↓
久
右
衛
門

的
天
明
六
年
三
月
売
渡
申
田
畑
之
事
（
畑
二
筆
計
七
畝
一
紙
１

五
歩
、
金
二
両
一
分
ニ
テ
売
渡
）
売
主
伊
左
衛
門
外
四
名

↓
久
右
衛
門

卯
天
明
六
年
三
月
売
渡
申
苅
敷
山
之
事
（
苅
敷
山
三
ヶ
所
継
１

金
三
両
三
分
ニ
テ
売
渡
、
奥
書
・
裏
書
ア
リ
）
山
売
主
弥

左
衛
門
外
五
名
↓
久
右
衛
門

刊
安
永
五
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
西
樋
口
村
分
）
名
横
１

主
文
蔵
↓

、
安
永
五
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
西
割
下
田
村
）
名
横
１

主
文
蔵
↓

犯
安
永
五
年
差
上
ヶ
申
一
礼
之
事
（
香
蓮
寺
後
住
職
ノ
件
継
１

意
得
違
二
付
一
礼
）
香
蓮
寺
隠
居
頼
意
外
一
三
名
↓
高

野
山
金
剛
頂
院
役
僧
衆
中

乃
安
永
六
年
三
月
売
渡
申
田
新
畑
之
事
（
上
田
五
畝
歩
、
紙
１

金
三
両
三
分
ニ
テ
売
渡
）
売
主
八
郎
治
外
二
名
↓
文
蔵

別
安
永
六
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
西
割
下
田
村
）
名
横
１

主
文
蔵
↓

門
安
永
六
年
一
一
月
一
札
（
御
本
寺
御
書
付
三
通
預
リ
ー
紙
１

札
）
香
蓮
寺
祥
春
↓
四
ヶ
村
祈
滅
惣
壇
中

乃
安
永
六
年
二
月
差
上
申
一
札
之
事
（
香
蓮
寺
ノ
新
住
継
１

職
祥
春
へ
取
決
ノ
件
）
香
蓮
寺
隠
居
頼
意
外
一
三
名
↓

高
野
山
金
剛
頂
院
役
僧

刀
安
永
八
年
三
月
売
上
ヶ
申
田
地
之
事
（
上
田
五
畝
歩
、
紙
１

文
金
一
両
一
分
ニ
テ
売
上
ケ
）
田
地
売
上
主
八
郎
次
外

八
名
↓
文
蔵

祁
安
永
八
年
一
一
一
月
預
り
申
手
形
之
事
（
上
田
五
畝
歩
内
四
紙
１

畝
歩
、
売
渡
証
文
預
リ
ニ
付
）
証
文
預
り
主
左
治
右
衛
門

↓
文
蔵

乃
安
永
九
年
一
一
一
月
売
渡
申
畑
之
事
（
下
田
二
畝
歩
、
金
二
紙
１

分
ニ
テ
売
渡
シ
）
畑
売
主
弥
左
衛
門
外
二
名
↓
文
蔵

別
天
明
三
年
一
○
月
信
濃
国
伊
那
郡
樋
口
村
卯
年
可
納
御
継
１

年
貢
免
定
事
中
山
八
郎
左
衛
門
外
六
名
↓
樋
口
村
村
役

人
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横横横
１１１

継横
１１

紙
１
紙紙継
１１１

横横横横
１１１１

継横
１１

剛
文
化
三
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
万
五
郎
村
分
）
名
横
１
冊

主
久
右
衛
門
↓

剛
文
化
三
年
一
一
月
本
免
田
方
立
帰
り
書
上
帳
（
樋
口
村
）
横
１

名
主
久
右
衛
門
↓
松
井
忠
兵
衛

珊
文
化
三
年
一
一
月
田
方
立
帰
り
書
上
帳
（
樋
口
村
）
名
横
１

主
久
右
衛
門
↓
松
井
忠
兵
衛

Ⅲ
文
化
三
年
一
二
月
借
用
申
金
子
之
事
（
役
米
入
用
二
付
横
１

文
金
五
両
借
用
）
西
わ
り
名
主
久
右
衛
門
↓
大
出
村
周

助
Ⅳ
文
化
四
年
正
月
田
畑
反
歩
控
松
田
久
右
衛
門
↓
横
１

Ⅲ
文
化
五
年
一
二
月
二
八
日
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
未
紙
１

進
二
付
文
金
一
両
借
用
）
金
借
主
源
蔵
↓
久
右
衛
門

Ⅲ
文
化
六
年
二
月
売
渡
申
畑
証
文
之
事
（
原
畑
七
畝
一
七
紙
１

歩
、
金
二
両
ニ
テ
売
渡
）
下
田
村
売
主
武
左
衛
門
外
二
名

↓
七
郎
右
衛
門

川
文
化
六
年
一
○
月
樋
口
村
田
畑
差
引
帳
冊
１

Ⅲ
文
化
七
年
六
月
差
上
申
一
札
之
事
（
御
内
御
用
二
付
御
継
１

移
リ
ノ
件
）
樋
口
村
名
主
善
四
郎
外
一
九
名
↓
浅
井
伊

左
衛
門
外
一
名

皿
文
化
七
年
二
月
信
濃
国
伊
那
郡
樋
口
村
午
年
可
納
御
継
１

年
貢
免
定
之
事
三
沢
一
郎
兵
衛
外
七
名
↓
樋
口
村
村
役

人
岨
文
化
七
年
一
一
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
赤
羽
村
）
名
主
七
横
１

郎
右
衛
門
↓

Ⅲ
文
化
七
年
一
一
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
上
手
村
）
名
主
七
横
１

郎
右
衛
門
↓

蝿
文
化
七
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
下
村
）
名
主
七
郎
横
１

右
衛
門
↓

Ⅲ
文
化
二
年
一
○
月
樋
口
村
御
年
貢
未
納
通

Ⅲ
文
化
二
年
一
○
月
（
訴
状
、
前
欠
－
日
付
、
差
出
者
、

受
取
者
ノ
ミ
）
樋
口
村
名
主
久
右
衛
門
四
名
↓
松
井
忠

兵
衛

Ⅲ
文
化
二
年
二
月
御
年
貢
人
別
皆
済
勘
定
帳
（
赤
羽
村
）

Ⅲ
文
化
二
年
一
一
月
御
年
貢
人
別
皆
済
勘
定
帳
（
上
手
村
）

Ⅲ
文
化
二
年
一
一
月
御
年
貢
人
別
皆
済
勘
定
帳
（
下
田
村
）

皿
文
化
二
年
一
一
月
御
年
貢
人
別
皆
済
勘
定
帳
（
万
五
郎

村
）

Ⅲ
文
化
二
年
一
二
月
二
日
丑
御
年
貢
上
納
目
録

畑
文
化
三
年
正
月
一
札
之
事
（
跡
目
養
子
村
送
り
一
一
付
）

剛
文
化
三
年
二
月
借
用
申
金
子
之
事
（
文
金
一
両
借
用
）

金
子
借
り
主
勝
右
衛
門
外
二
名
↓
久
右
衛
門

Ⅲ
文
化
三
年
一
○
月
二
五
日
差
上
申
一
札
之
事
（
米
手
形

引
替
ニ
付
）
樋
口
村
西
割
名
主
久
右
衛
門
↓
徳
田
宗
右

衛
門

Ⅲ
文
化
三
年
一
○
月
請
高
御
竿
請
東
西
書
抜
帳

Ⅲ
文
化
三
年
一
○
月
信
濃
国
伊
那
郡
樋
口
村
寅
年
可
納
御

年
貢
免
定
事
山
下
芳
右
衛
門
↓
樋
口
村
村
役
人

Ⅲ
文
化
三
年
一
一
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
赤
羽
村
分
）
名
主

久
右
衛
門
↓

Ⅲ
文
化
三
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
上
手
村
）
名
主
久

右
衛
門
↓

Ⅲ
文
化
三
年
一
一
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
下
田
村
）
名
主
久

右
衛
門
↓



Ⅲ
文
化
一
○
年
正
月
田
畑
反
歩
控
帳
西
樋
口
村
松
田
七
横
１

郎
右
衛
門
↓

Ⅲ
文
化
一
○
年
二
月
借
用
申
金
子
之
事
（
文
金
一
両
借
用
）
紙
１

借
人
茂
兵
衛
外
一
名
↓
久
右
衛
門

Ⅲ
文
化
一
三
年
九
月
（
樋
口
村
分
村
願
ノ
件
承
諾
二
付
申
継
１

渡
）
佐
五
右
衛
門
外
一
名
↓

Ⅲ
文
化
一
四
年
三
月
売
渡
申
畑
之
事
（
下
々
畑
三
畝
歩
、
紙
１

金
一
両
一
分
ニ
テ
売
渡
）
畑
売
主
文
蔵
外
二
名
↓
当
村

弥
助

Ⅲ
文
政
二
年
正
月
借
用
申
証
文
之
事
（
文
金
一
両
借
用
）
紙
１

金
子
借
主
善
兵
衛
↓
周
右
衛
門

脳
文
政
八
年
三
月
書
札
諸
帳
面
証
文
引
渡
帳
（
天
保
一
二
横
２

年
同
文
害
合
綴
）

Ⅲ
文
政
八
年
一
二
月
奉
請
待
申
上
候
口
上
書
之
事
（
菩
提
継
１

所
真
金
寺
後
住
ノ
件
）
赤
羽
村
名
主
団
治
外
八
名
↓
大

出
村
大
永
寺
方
丈
様
役
者
中

Ⅲ
文
政
一
○
年
一
○
月
乍
恐
以
返
答
書
奉
願
上
候
（
羽
倉
継
１

外
記
外
御
預
所
三
四
力
村
卜
中
仙
道
宿
荷
物
二
付
争
論
ノ

件
）
西
伊
奈
部
宿
問
や
清
右
衛
門
外
四
名
↓
支
配
所

Ⅷ
文
政
一
○
年
二
月
樋
口
西
割
亥
御
年
貢
未
納
通
高
横
１

田
六
右
衛
門
↓
樋
口
西
割
名
主
周
右
衛
門

川
文
政
一
○
年
二
月
西
割
樋
口
村
亥
年
可
納
御
年
貢
免
継
１

定
事
清
水
弥
左
衛
門
外
四
名
↓

Ⅲ
文
政
一
○
年
一
二
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
上
手
村
分
）
名
横
１

主
周
右
衛
門
↓

肌
文
政
一
○
年
一
二
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
下
毛
村
分
）
名
横
１

主
周
右
衛
門
↓

5７

Ⅲ
文
化
七
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
万
五
郎
村
）
名
主
横
１

七
郎
右
衛
門
↓

Ｗ
文
化
七
年
一
二
月
借
用
申
金
子
手
形
之
事
（
村
方
年
貢
紙
１

未
進
一
一
付
金
九
両
借
用
）
名
主
七
郎
右
衛
門
↓
北
小
河

内
村
七
五
郎

Ⅷ
文
化
八
年
二
月
借
用
申
金
子
之
事
（
当
春
上
納
二
差
詰
紙
１

リ
金
二
両
借
用
）
金
子
借
主
惣
七
外
二
名
↓
村
久
右
衛

門
Ⅷ
文
化
八
年
一
一
月
一
七
日
樋
口
村
未
御
年
貢
未
進
通
横
１

中
山
勇
右
衛
門
↓
名
主
七
郎
右
衛
門
外
一
名

剛
文
化
八
年
一
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
赤
羽
村
）
名
主
七
横
１

郎
右
衛
門
↓

Ⅲ
文
化
八
年
一
二
月
御
年
貢
帳
（
上
手
村
）
名
主
七
郎
右
横
１

衛
門
↓

Ⅲ
文
化
八
年
一
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
下
村
）
名
主
七
郎
横
１

右
衛
門
↓

剛
文
化
八
年
一
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
万
五
郎
村
）
名
主
横
１

七
郎
右
衛
門
↓

剛
文
化
九
年
正
月
売
渡
し
居
宅
証
文
之
事
（
金
八
両
二
朱
紙
１

ニ
テ
居
宅
売
渡
）
家
売
主
四
郎
右
衛
門
↓
幸
吉

価
文
化
九
年
一
○
月
信
濃
国
伊
那
郡
樋
口
村
申
年
可
納
御
継
１

年
貢
免
定
之
事
三
沢
一
郎
兵
衛
外
五
名
↓

剛
文
化
九
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
上
手
村
）
横
１

Ⅳ
文
化
九
年
二
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
下
村
）
横
１

Ⅲ
文
化
九
年
一
一
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
万
五
郎
村
）
横
１

Ⅲ
文
化
九
年
一
一
月
御
年
貢
勘
定
帳
（
赤
羽
村
）
横
１



伽
文
政
一
二
年
二
月
樋
口
西
割
御
年
貢
未
納
通
志
賀
横
１
兇

羽
右
衛
門
↓
名
主
周
右
衛
門

剛
文
政
一
二
年
一
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
上
手
村
分
）
横
１

名
主
周
右
衛
門
↓

Ⅷ
文
政
一
二
年
一
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
下
毛
村
）
横
１

名
主
周
右
衛
門
↓

Ⅲ
文
政
一
二
年
一
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
赤
羽
村
、
樋
横
１

口
村
入
作
）
名
主
周
右
衛
門
↓

Ⅲ
文
政
一
二
年
一
二
月
提
御
普
請
入
用
弐
割
帳
（
西
樋
口
横
１

村
、
赤
羽
村
）
名
主
久
右
衛
門
↓

Ⅷ
文
政
一
二
年
一
札
（
中
仙
道
熱
川
宿
助
郷
負
担
ノ
件
一
一
継
１

付
、
異
筆
ア
リ
）
新
町
村
名
主
源
四
郎
外
二
名
↓
八
力
村

衆
中

Ⅲ
文
政
一
三
年
二
月
売
渡
シ
申
畑
手
形
之
事
（
下
々
畑
一
紙
１

反
七
畝
二
○
歩
、
金
五
両
ニ
テ
売
渡
）
売
主
文
蔵
外
一
名

↓
周
右
衛
門

Ⅲ
天
保
二
年
二
月
当
用
（
幼
童
心
得
ノ
事
）
冊
１

Ⅲ
天
保
二
年
二
日
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
金
一
○
両
借
紙
１

用
）
樋
口
村
西
割
周
右
衛
門
↓
羽
場
村
喜
重
郎

Ⅲ
天
保
四
年
二
月
四
日
御
水
帳
請
取
証
文
之
事
（
水
帳
四
紙
１

冊
）
東
割
名
主
彦
右
衛
門
外
四
名
↓
西
わ
り
役
人
中
・
名

主
周
右
衛
門

Ⅲ
天
保
四
年
三
月
借
用
申
金
子
之
事
（
要
用
二
付
金
二
分
紙
１

借
用
）
借
用
主
文
蔵
↓
勘
右
衛
門

剛
天
保
四
年
三
月
借
用
金
子
証
文
之
事
（
文
字
金
二
両
村
紙
１

方
要
用
一
一
付
借
用
）
名
主
周
右
衛
門
外
四
名
↓
下
田
銀

次
郎

皿
文
政
一
○
年
一
一
一
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
西
割
入
作
）
名
横
１

主
周
右
衛
門
↓

Ⅲ
文
政
二
年
一
二
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
下
毛
村
）
名
主
横
１

周
右
衛
門
↓

Ⅲ
文
政
一
一
年
一
二
月
入
置
申
手
形
之
事
（
無
尽
鯛
当
り
紙
１

二
付
金
二
両
二
分
借
用
）
本
人
久
兵
衛
外
一
名
↓
周
右

衛
門

陥
文
政
一
一
年
一
一
月
樋
口
村
西
割
子
御
年
貢
米
納
通
横
ｌ

山
下
順
蔵
↓
樋
口
西
割
周
右
衛
門

川
文
政
二
年
二
月
西
割
樋
口
村
子
年
可
納
御
年
貢
免
継
１

定
事
清
水
弥
左
衛
門
外
六
名
↓
西
割
樋
口
村
村
役
人

Ⅳ
文
政
一
一
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
上
手
村
分
）
名
横
１

主
周
右
衛
門
↓

Ⅲ
文
政
一
二
年
六
月
樋
口
村
西
割
丑
御
蔵
詰
米
雑
穀
通
横
１

大
和
田
理
右
衛
門
外
二
名
↓
山
下
順
蔵

Ⅲ
文
政
一
二
年
九
月
乍
恐
以
口
書
御
訴
訟
奉
願
上
候
（
中
継
１

仙
道
出
銭
加
村
ノ
儀
一
一
付
）
宮
所
村
外
八
ヶ
村
惣
代
勝

左
衛
門
外
一
○
名
↓
小
野
貢
左
衛
門
外
一
名

Ⅲ
文
政
一
二
年
九
月
（
村
方
困
窮
二
付
差
村
御
免
ノ
願
書
、
継
１

前
欠
）
樋
口
村
名
主
周
右
衛
門
外
九
名
↓
立
右
清
八
郎

外
一
名

Ⅲ
文
政
一
二
年
九
月
（
村
方
困
窮
二
付
差
村
御
免
ノ
願
書
、
継
１

前
欠
）
樋
口
村
名
主
周
右
衛
門
外
九
名
↓
立
右
清
八
郎

外
一
名

Ⅲ
文
政
一
二
年
二
月
信
濃
国
伊
那
郡
西
割
樋
口
村
丑
年
継
１

可
納
御
年
貢
免
定
事
清
水
弥
左
衛
門
外
六
名
↓
西
割
樋

口
村
村
役
人



肌
天
保
五
年
二
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
弥
太
郎
紙
１

姉
出
戻
リ
ノ
件
）
樋
口
村
西
割
名
主
周
右
衛
門
↓
立
石

与
五
右
衛
門

川
天
保
五
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
去
年
凶
綴
１

作
二
付
御
払
米
延
納
願
）
樋
口
村
名
主
役
三
郎
外
九
名

↓
元
〆
役
人
衆
中

川
天
保
五
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
御
払
米
紙
１

代
金
二
○
両
延
納
願
）
樋
口
西
割
村
役
人
↓
山
下
順
蔵

川
天
保
五
年
二
月
信
濃
国
伊
那
郡
西
割
樋
口
村
午
年
可
継
１

納
御
年
貢
免
定
事
今
村
勝
蔵
外
六
名
↓

川
天
保
五
年
二
月
御
年
貢
差
引
皆
済
帳
（
上
毛
村
分
）
横
１

名
主
周
右
衛
門
↓

川
天
保
五
年
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
下
毛
村
分
）
横
１

名
主
周
右
衛
門
↓

Ⅲ
天
保
五
年
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
万
五
郎
村
分
）
紙
１

名
主
周
右
衛
門
↓

皿
天
保
五
年
一
一
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
赤
羽
村
・
東
横
１

割
両
入
作
）
名
主
周
右
衛
門
↓

川
天
保
五
年
二
月
樋
口
西
割
午
御
年
貢
米
納
通
立
石
横
１

与
五
右
衛
門
↓
名
主
周
右
衛
門

川
天
保
五
年
一
二
月
他
借
貸
シ
附
控
帳
名
主
周
右
衛
門
横
１

↓
珊
天
保
五
年
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
村
方
用
二
付
金
一
紙
１

○
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
借
用
主
周
右
衛
門
外
一
名
↓

宮
下
村
源
左
衛
門

川
天
保
六
年
二
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
村
方
要
々
二
紙
１

付
金
三
両
借
用
）
名
主
周
右
衛
門
外
二
名
↓
村
龍
三
郎

加
天
保
六
年
四
月
一
日
規
矩
制
度
松
田
久
弥
↓
冊
ｌ
開

剛
天
保
四
年
一
一
月
樋
口
村
西
割
巳
御
貢
米
納
通
立
石
横
１

与
五
右
衛
門
↓
名
主
周
右
衛
門

Ⅷ
天
保
四
年
二
月
信
濃
国
伊
那
郡
西
割
樋
口
村
巳
年
可
継
１

納
御
年
貢
免
定
事
北
原
五
右
衛
門
外
八
名
↓
西
割
樋
口

村
村
役
人

Ⅲ
天
保
四
年
一
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
万
五
郎
村
分
）
横
１

名
主
周
右
衛
門
↓

Ⅲ
天
保
四
年
一
二
日
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
村
方
要
用
紙
１

一
一
付
金
一
○
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
周
右
衛
門
↓
羽
場

村
三
郎
右
衛
門

Ⅲ
天
保
四
年
一
二
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
村
方
用
々
紙
１

二
付
金
一
○
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
周
右
衛
門
↓
羽
場

村
仙
松

川
天
保
四
年
一
二
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
村
方
用
々
紙
１

二
付
金
五
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
借
用
主
周
右
衛
門
↓

宮
下
源
左
衛
門

Ⅲ
天
保
四
年
一
二
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
村
方
用
々
紙
’

一
一
付
金
五
両
借
用
）
樋
口
西
割
周
右
衛
門
↓
上
野
村
友

右
衛
門

川
天
保
四
年
一
二
月
一
札
之
事
（
年
貢
付
払
御
差
延
二
付
）
紙
１

樋
口
村
西
割
名
主
周
右
衛
門
↓
狐
嶋
村
伝
兵
衛

川
天
保
五
年
二
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
村
方
用
々
二
紙
１

付
金
八
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
周
右
衛
門
↓
羽
場
村
三

郎
右
衛
門

川
天
保
五
年
二
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
村
方
用
二
付
紙
１

金
一
○
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
周
右
衛
門
↓
新
町
村
染

右
衛
門



剛
天
保
七
年
二
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
村
方
要
々
一
一

付
金
五
両
借
用
）
名
主
周
右
衛
門
↓
村
覚
太
郎

剛
天
保
七
年
二
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
金
一
両
借
用
）

本
人
武
兵
衛
外
一
名
↓
音
三
郎

剛
天
保
七
年
三
月
金
子
貸
シ
附
覚
帳
松
田
周
右
衛
門
↓

剛
天
保
七
年
三
月
他
借
貸
借
り
控
帳
名
主
喜
左
衛
門
↓

剛
天
保
七
年
一
一
月
金
子
貸
シ
付
牒
松
田
音
三
郎
↓

珊
零
吐
露
垢
恥
瀧
鰹
嘉
竪
聴
此
調
峠
鮒

下
村
源
左
衛
門

珊
天
保
八
年
二
月
申
ノ
暮
利
足
滞
帳
松
田
音
三
郎
↓

剛
天
保
八
年
一
二
月
酉
暮
金
銭
出
入
帳
松
田
文
蔵
↓

剛
天
保
九
年
正
月
酉
暮
利
足
滞
帳
ま
っ
た
文
蔵
↓

剛
天
保
九
年
二
月
金
貸
シ
附
帳
松
田
文
蔵
↓

川
天
保
九
年
七
月
借
用
申
金
子
之
事
（
要
用
二
付
金
三
両

借
用
）
万
五
郎
村
借
用
主
文
蔵
外
一
名
↓
沢
村
儀
右
衛

門
川
天
保
九
年
一
二
月
借
用
申
金
子
手
形
之
事
（
要
用
二
付

金
八
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
借
主
文
蔵
外
一
名
↓
羽
場

村
川
天
保
九
年
一
二
月
戊
暮
諸
事
差
引
勘
定
帳
万
五
郎
村

ま
つ
田
文
蔵
↓

刈
天
保
九
年
一
二
月
戊
暮
利
足
勘
定
帳
松
田
文
蔵
↓

剛
天
保
一
○
年
二
月
軒
別
書
上
帳
（
役
筋
、
平
方
ノ
家

筋
取
調
、
同
種
文
書
ノ
合
綴
ア
リ
）
樋
口
村
西
割
↓

横横
１１

横
１

紙
１
紙横横横横
ｌｌｌｌｌ

紙横横横
１１１１

紙紙
１１

６０

川
天
保
六
年
六
月
乍
恐
奉
献
金
候
御
事
（
巳
年
凶
作
ノ
節
紙
１

御
救
一
一
付
御
礼
ト
シ
テ
金
一
七
六
両
献
金
ノ
事
）
郷
中

村
々
連
印
↓
立
石
与
五
右
衛
門

川
天
保
六
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
当
年
青
紙
１

立
一
一
付
検
見
願
）
樋
口
村
西
割
周
右
衛
門
↓
立
石
与
五

右
衛
門

川
天
保
六
年
一
一
月
二
日
覚
（
金
五
両
請
取
）
下
田
音
治
紙
１

郎
母
↓
万
五
郎
村
音
三
郎

Ⅲ
天
保
六
年
二
月
信
濃
国
伊
那
郡
西
割
樋
口
村
未
年
可
継
１

納
御
年
貢
免
定
事
今
村
勝
蔵
外
八
名
↓
西
割
樋
口
村
村

役
人

皿
天
保
六
年
一
一
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
上
毛
村
）
名
横
１

主
周
右
衛
門
↓

珊
天
保
六
年
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
下
毛
村
）
名
横
１

主
周
右
衛
門
↓

剛
天
保
六
年
一
一
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
万
五
郎
村
）
横
１

名
主
周
右
衛
門
↓

恥
天
保
六
年
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
赤
羽
村
・
東
横
１

割
両
入
作
）
名
主
周
右
衛
門
↓

川
天
保
六
年
一
一
月
樋
口
村
西
割
未
御
年
貢
米
納
通
横
１

〃
天
保
六
年
一
一
月
規
矩
準
縄
（
五
常
訓
外
）
満
津
田
念
冊
１

也
↓

畑
天
保
六
年
一
二
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
金
一
○
両
紙
１

借
用
）
樋
口
村
西
割
借
主
周
右
衛
門
外
一
名
↓
羽
場
村

三
九
郎

捌
天
保
六
年
一
二
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
村
方
要
々
紙
１

一
一
付
金
五
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
名
主
周
右
衛
門
外
四

名
↓
沢
村
儀
右
衛
門



棚
天
保
一
○
年

↓
剛
天
保
一
三
年
正
月
借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
上
納
金
一
一
紙
１

差
詰
り
丑
寅
両
年
計
九
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
名
主
林

左
衛
門
外
二
名
↓
沢
村
儀
右
衛
門

皿
天
保
一
三
年
二
月
請
取
一
札
（
仏
事
寄
付
ト
シ
テ
金
五
紙
１

両
請
取
）
赤
羽
村
真
金
寺
↓
万
五
郎
村
文
蔵

珊
天
保
一
三
年
四
月
前
納
金
借
用
証
文
之
事
（
村
方
前
納
紙
１

金
一
○
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
名
主
林
左
衛
門
外
四
名

↓
沢
村
儀
右
衛
門

畑
天
保
一
三
年
一
二
月
前
納
金
借
用
証
文
之
事
（
村
方
前
紙
１

納
金
八
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
名
主
林
左
衛
門
外
二
名

↓
沢
村
儀
右
衛
門

捌
天
保
一
四
年
正
月
二
七
日
諸
帳
面
引
渡
帳
樋
口
村
西
横
１

割
割
元
↓

筋
天
保
一
四
年
二
月
借
用
申
金
子
之
事
樋
口
村
西
割
名
紙
１

主
文
蔵
外
四
名
↓
沢
村
儀
右
衛
門

刑
天
保
一
四
年
三
月
田
畑
預
ヶ
年
貢
控
帳
松
田
文
蔵
↓
横
１

〃
天
保
一
四
年
四
月
御
触
書
之
写
帳
樋
口
西
割
名
主
↓
横
１

月

亥
暮
利
足
勘
定
帳
ま
っ
た
文
蔵
横
１

剛
天
保
一
四
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
二
間
紙
１

口
二
取
結
上
仕
度
願
）
樋
口
村
西
割
清
七
外
五
名
↓
三

上
仁
治
兵
衛

捌
祇
怖
詐
祁
祥
鯛
糊
桓
附
既
繍
州
描
謂
Ⅶ
催
柵
は
雛
噸
事
（
旅
紙
１

刑
天
保
一
四
年
閏
九
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
才
紙
１

覚
金
御
用
免
除
願
）
願
人
孫
四
郎
外
六
名
↓
山
下
順
蔵

加
天
保
一
四
年
一
○
月
信
濃
国
伊
那
郡
樋
口
村
卯
年
可
納
継
１

御
年
貢
免
定
之
事
嶋
田
小
十
郎
外
五
名
↓
西
割
樋
口
村

村
役
人

川
天
保
一
四
年
一
○
月
樋
口
村
西
割
卯
御
年
貢
米
納
通
横
１

嶋
田
小
十
郎
↓
名
主
文
蔵

畑
天
保
一
四
年
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
上
毛
村
分
）
横
１

名
主
文
蔵
↓

剛
天
保
一
四
年
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
下
田
村
分
）
横
１

名
主
文
蔵
↓

畑
天
保
一
四
年
一
一
月
前
納
金
割
合
帳
（
下
田
村
分
）
樋
横
１

口
村
西
割
名
主
文
蔵
↓

川
天
保
一
四
年
一
一
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
万
五
郎
村
横
１

分
）
万
五
郎
村
名
主
文
蔵
↓

川
天
保
一
四
年
二
月
御
年
貢
指
引
皆
済
帳
（
東
割
・
赤
横
１

羽
入
作
）
名
主
文
蔵
↓

川
天
保
一
四
年
一
二
月
覚
（
運
上
金
書
上
）
樋
口
村
西
割
紙
１

名
主
文
蔵
↓
運
上
納
役
所
役
人
衆
中

川
天
保
一
四
年
卯
御
年
貢
内
目
録
樋
口
村
西
割
名
主
文
横
１

蔵
↓

川
天
保
一
四
年
仕
立
直
過
不
書
出
差
引
帳
先
役
林
左
衛
横
１

門
↓
名
主
文
蔵

6１

川
天
保
二
年
二
月
差
上
申
一
札
之
事
（
勝
治
郎
名
跡
相
紙
１

続
二
付
）
本
人
弥
七
外
二
名
↓
文
蔵

加
天
保
一
一
年
二
月
売
渡
シ
申
畑
手
形
之
事
（
下
々
畑
二
紙
１

畝
歩
、
代
金
二
両
ニ
テ
売
渡
）
下
田
村
畑
売
主
要
右
衛
門

外
二
名
↓
万
五
郎
村
文
蔵

珊
天
保
二
年
七
月
二
○
日
差
出
申
一
札
之
事
（
荒
神
遷
紙
１

宮
ノ
件
）
万
五
郎
村
宮
蔵
外
三
名
↓
下
田
村
役
人

棚
天
保
二
年
一
二
月
子
暮
利
足
勘
定
帳
万
五
郎
村
松
横
１

田
文
蔵
↓



捌
天
保
一
五
年
一
二
月
差
上
申
挺
書
之
事
（
御
囲
村
等
内
紙
１
佃

蔵
一
一
御
預
ノ
件
）
樋
口
村
西
割
名
主
文
蔵
外
四
名
↓
嶋

田
小
十
郎

珊
天
保
一
五
年
一
二
月
差
上
申
挺
書
之
事
（
年
貢
残
米
上
紙
１

納
ノ
件
二
付
）
樋
口
村
西
割
名
主
文
蔵
外
四
名
↓
嶋
田

小
十
郎

珊
天
保
一
五
年
二
月
売
渡
シ
申
畑
証
文
之
事
（
屋
敷
一
七
紙
１

歩
、
代
金
二
両
ニ
テ
売
渡
）
売
主
元
左
衛
門
外
二
名
↓
文

蔵
加
天
保
一
五
年
預
リ
証
文
之
事
（
山
絵
図
預
リ
ニ
付
）
沢
紙
１

底
村
名
主
造
酒
三
郎
↓
樋
口
村
役
人
中

捌
天
保
一
五
年
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
旅
稼
願
）
紙
１

喜
左
衛
門
外
五
名
↓
嶋
田
小
十
郎

川
弘
化
二
年
正
月
高
く
る
ゐ
帳
西
樋
口
村
帳
場
↓
横
１

川
弘
化
二
年
正
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
五
兵
衛
紙
１

一
一
九
六
鍬
職
習
ワ
セ
ノ
件
）
願
人
峯
四
郎
外
六
名
↓
留

役
衆
中

川
弘
化
二
年
正
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
九
六
鍬
紙
１

職
役
札
頂
戴
願
）
辰
五
郎
外
五
名
↓
留
役
衆
中

川
弘
化
二
年
正
月
組
頭
役
年
数
取
調
下
帳
（
西
割
役
場
分
）
横
１

剛
弘
化
二
年
一
一
月
二
五
日
預
リ
申
金
子
之
事
（
金
二
分
借
紙
１

用
）
万
五
郎
村
文
蔵
↓
下
田
村
太
四
郎
内
方

測
弘
化
二
年
二
月
組
頭
役
年
数
取
調
下
帳
西
割
役
所
↓
横
１

川
弘
化
二
年
二
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
元
右
衛
紙
１

門
九
六
鍬
職
習
ワ
セ
ノ
件
）
願
人
目
付
重
四
郎
外
五
名

↓
留
役
衆
中

川
弘
化
二
年
二
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
九
六
鍬
紙
１

職
ノ
役
札
下
付
願
）
願
人
伊
八
外
六
名
↓
留
役
衆
中

皿
天
保
一
五
年
正
月
金
銭
出
入
控
帳
（
天
保
一
五
年
万
内
横
１

二
十
帳
控
（
恥
珊
）
合
綴
）
名
主
文
蔵
↓

刑
天
保
一
五
年
四
月
借
用
申
金
子
之
事
（
村
方
要
用
二
付
紙
１

金
五
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
名
主
文
蔵
外
三
名
↓
沢
村

儀
右
衛
門

朋
天
保
一
五
年
六
月
万
内
二
十
帳
控
松
田
文
蔵
↓
横
１

刑
天
保
一
五
年
二
月
六
日
濡
米
割
合
帳
名
主
文
蔵
↓
横
１

妬
天
保
一
五
年
二
月
御
他
領
御
竿
諸
分
米
帳
（
樋
口
西
横
１

割
）
名
主
文
蔵
↓

川
天
保
一
五
年
二
月
西
割
樋
口
村
辰
年
可
納
御
年
貢
免
継
１

定
事
嶋
田
小
十
郎
外
七
名
↓
西
割
樋
口
村
村
役
人

卯
天
保
一
五
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
差
引
帳
（
上
毛
村
分
）
横
１

名
主
文
蔵
↓

川
天
保
一
五
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
指
引
帳
（
万
五
郎
村
横
１

分
）
名
主
文
蔵
↓

川
天
保
一
五
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
目
録
帳
（
下
田
村
）
横
１

名
主
文
蔵
↓

Ⅲ
天
保
一
五
年
一
一
月
樋
口
村
西
割
辰
御
年
貢
未
納
通
横
１

嶋
田
小
十
郎
↓
名
主
文
蔵

加
天
保
一
五
年
二
月
取
里
方
帳
（
万
五
郎
村
）
名
主
文
横
１

蔵
加
天
保
一
五
年
二
月
取
里
方
帳
（
上
手
村
分
）
名
主
文
横
１

蔵
珊
天
保
一
五
年
一
二
月
辰
御
年
貢
納
内
目
録
樋
口
村
西
横
１

割
名
主
文
蔵
↓



横横
１１

川
弘
化
二
年
二
月
借
用
申
金
子
之
事
（
要
用
ノ
儀
二
付
金

二
両
借
用
）
万
五
郎
村
借
用
主
文
蔵
↓
下
田
村
峯
四
郎

川
弘
化
二
年
八
月
借
用
申
金
子
之
事
（
村
方
要
用
一
一
付
金

一
○
両
借
用
）
樋
口
村
西
割
名
主
文
蔵
外
二
名
↓
北
小

河
内
村
源
左
衛
門

捌
弘
化
二
年
八
月
組
頭
役
勤
候
者
取
調
控

Ⅲ
弘
化
二
年
一
○
月
田
畑
入
場
年
貢
帳

川
弘
化
二
年
二
月
信
濃
国
伊
那
郡
西
割
樋
口
村
巳
年
可

納
御
年
貢
免
定
事
山
下
虎
五
郎
外
五
名
↓

川
弘
化
二
年
一
一
月
樋
口
村
西
割
巳
御
年
貢
米
納
通

川
弘
化
二
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
差
引
帳
（
下
田
村
分
）

名
主
文
蔵
↓

川
弘
化
二
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
差
引
帳
（
下
田
村
上
手

分
）
名
主
文
蔵
↓

川
弘
化
二
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
差
引
帳
（
万
五
郎
村
）

名
主
文
蔵
↓

川
弘
化
二
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
差
引
帳
（
両
入
作
分
）

Ⅲ
弘
化
二
年
一
一
月
真
金
寺
勧
化
米
半
減
預
ヶ
帳

珊
弘
化
二
年
二
月
往
来
一
札
之
事
（
諸
国
神
社
仏
閣
拝

礼
ノ
タ
メ
）
名
主
文
蔵
↓
国
々
関
所
役
人
衆
中
外

川
弘
化
二
年
一
二
月
一
三
日
組
頭
取
調
二
付
諸
雑
用
附
立

帳
西
割
樋
口
村
役
所
↓

川
弘
化
二
年
一
二
月
組
頭
取
調
二
付
議
定
書
写
帳
樋
口

村
西
割
名
主
文
蔵
外
七
九
名
↓

皿
弘
化
二
年
一
二
月
巳
御
年
貢
目
録
控
帳
西
割
名
主
文

蔵
↓

横綴横
１１１

紙横横
１１１

〃

横横
１１
継横横
１１１

紙紙
１１

Ⅲ
弘
化
二
年
一
二
月
組
頭
役
勤
候
者
名
前
取
調
控
西
割
横
１

帳
場
↓

川
弘
化
二
年
一
二
月
組
頭
諸
雑
用
割
帳
樋
口
村
西
割
↓
横
１

川
弘
化
二
年
一
二
月
借
用
申
金
子
之
事
（
金
五
両
借
用
）
紙
１

万
五
郎
村
か
り
主
文
蔵
↓
羽
場
村
治
左
衛
門

珊
弘
化
三
年
二
月
過
不
書
差
引
帳
控
文
蔵
↓
横
１

川
弘
化
三
年
三
月
田
畑
預
ヶ
入
場
年
貢
帳
（
万
五
郎
村
分
）
横
ｌ

松
田
文
蔵
↓

Ⅷ
弘
化
三
年
六
月
覚
（
酒
息
口
論
一
件
二
関
ス
ル
菩
提
金
紙
１

請
取
）
平
出
村
与
一
左
衛
門
外
一
名
↓
赤
羽
村
役
人

川
弘
化
三
年
一
二
月
地
替
申
畑
証
文
之
事
利
右
衛
門
外
継
１

五
名
↓
文
蔵

川
弘
化
四
年
一
○
月
田
畑
預
ヶ
年
貢
請
取
帳
万
五
郎
村
横
１

松
田
文
蔵
↓

刑
弘
化
四
年
一
二
月
祝
言
御
見
舞
請
納
帳
松
田
文
蔵
↓
横
１

Ⅲ
弘
化
四
年
一
二
月
万
仕
入
物
控
帳
樋
口
村
松
田
文
蔵
横
１

↓
伽
弘
化
四
年
養
子
証
文
之
事
（
養
子
貰
請
跡
式
譲
リ
ノ
件
）
紙
１

文
蔵
外
四
名
↓
羽
場
村
嘉
兵
平
治

捌
弘
化
五
年
二
月
一
札
之
事
（
下
畑
二
筆
計
二
畝
一
六
歩
紙
１

年
季
地
一
一
買
置
）
本
人
名
↓
又
左
衛
門

捌
嘉
永
元
年
七
月
（
家
筋
取
調
一
一
付
訂
正
願
）
願
人
六
右
紙
１

術
門
外
八
名
↓
伊
藤
奥
右
衛
門

珊
嘉
永
二
年
正
月
御
廻
状
写
帳
（
樋
口
村
西
割
分
）
名
主
横
１

文
蔵
↓

6３



剛
嘉
永
二
年
五
月
熟
談
内
済
規
定
之
事
（
不
始
末
一
件
一
一
継
１
削

付
）
訴
訟
人
樋
口
村
西
割
林
左
衛
門
女
房
し
の
外
九
名

↓
今
村
勝
蔵

珊
嘉
永
二
年
八
月
御
廻
状
写
帳
（
嘉
永
二
年
御
年
貢
上
納
横
１

目
録
合
綴
）
名
主
文
蔵
↓

棚
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
下
書
（
家
筋
調
紙
１

不
備
二
付
）
組
頭
庄
右
衛
門
外
四
名
↓
今
村
勝
蔵

測
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１

二
付
）
願
人
佐
次
郎
外
五
名
↓
今
村
勝
蔵

測
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１

二
付
）
願
人
庄
三
郎
外
五
名
↓
今
村
勝
蔵

抑
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１

二
付
）
願
人
正
三
郎
外
五
名
↓
今
村
勝
蔵

測
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１

二
付
）
願
人
清
七
外
五
名
↓
今
村
勝
蔵

測
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１

二
付
）
願
人
佐
次
郎
外
五
名
↓
今
村
勝
蔵

細
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１

二
付
）
願
人
林
平
外
五
名
↓
今
村
勝
蔵

Ⅷ
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１

一
一
付
）
願
人
治
左
衛
門
外
五
名
↓
今
村
勝
蔵

測
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１

二
付
）
願
人
林
平
外
五
名
↓
今
村
勝
蔵

測
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１

二
付
）
願
人
重
四
郎
外
五
名
↓
今
村
勝
蔵

測
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１

一
一
付
）
願
人
清
七
外
五
名
↓
今
村
勝
蔵

洲
嘉
永
二
年
正
月
五
人
組
組
替
帳
（
恥
川
と
合
綴
）
名
主
横
１

文
蔵
↓

卿
嘉
永
二
年
二
月
一
一
一
一
日
物
産
祝
儀
物
請
納
帳
（
万
五
郎
横
１

村
）
松
田
久
右
衛
門
↓

洲
嘉
永
二
年
一
一
月
二
二
日
覚
（
酉
年
分
取
締
穀
代
金
請
取
）
紙
１

甲
州
明
鳴
寺
納
所
↓
樋
口
村
役
人
衆
中

捌
嘉
永
二
年
二
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
欠
落
人
紙
１

帳
外
二
付
）
樋
口
村
西
割
名
主
文
蔵
外
四
名
↓
今
村
勝

蔵
剛
嘉
永
一
一
年
三
月
（
樋
ノ
沢
山
苅
敷
ノ
件
二
付
内
済
証
文
、
継
１

前
欠
）
樋
口
村
名
主
文
蔵
外
一
二
名
↓

剛
嘉
永
二
年
閏
四
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
入
会
田
地
継
１

ノ
件
二
付
）
伊
那
郡
久
保
村
惣
代
半
四
郎
外
一
名
↓
内

藤
駿
河
守
役
所

測
嘉
永
二
年
閏
四
月
奉
差
上
熟
談
内
済
一
札
之
事
（
久
保
紙
１

村
ト
ノ
苅
敷
争
論
一
一
付
）
樋
口
村
役
人
↓
今
村
勝
蔵
外

一
名

刑
嘉
永
二
年
閏
四
月
樋
之
沢
山
一
件
済
口
一
札
之
事
樋
綴
１

口
村
西
割
松
田
文
蔵
↓

剛
嘉
永
二
年
閏
四
月
木
曽
助
一
件
出
荷
入
用
帳
木
曽
助
横
１

元
村
惣
代
西
町
平
治
↓

棚
嘉
永
二
年
閏
四
月
熟
談
内
済
規
定
之
事
（
不
始
末
一
件
継
１

一
一
付
）
訴
訟
人
樋
口
村
西
割
し
の
外
九
名
↓
今
村
勝
蔵

珊
嘉
永
二
年
閏
四
月
熟
談
内
済
規
定
之
事
（
不
始
末
一
件
継
１

二
付
）
樋
口
村
西
割
林
左
衛
門
女
房
し
の
外
九
名
↓
今

村
勝
蔵
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刑
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１
剛
嘉
永
三
年
九
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
一
五
○
○
両
紙
１

一
一
付
）
組
頭
庄
右
衛
門
外
四
名
↓
今
村
勝
蔵
献
金
願
）
↓
役
所

刑
鴇
倣
一
一
許
猟
相
基
繍
州
蝋
霜
慨
棚
吐
渉
贈
筋
調
不
備
紙
‐
珊
蛎
鍬
嵯
拝
稚
叩
湘
卜
北
韻
垂
蕊
鴨
柵
乗
出
二
付
御
用
金
横
‐

籾
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
１
糊
嘉
永
一
一
一
年
一
○
月
一
七
日
若
殿
様
御
乗
出
二
付
御
用
金
横
１

一
一
付
）
組
頭
庄
右
衛
門
外
四
名
↓
今
村
勝
蔵
割
合
帳
（
万
五
郎
村
分
）
名
主
文
蔵
↓

刑
嘉
永
二
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
家
筋
調
不
備
紙
‐
洲
篇
輔
雲
論
廟
二
一
禦
澗
謹
謹
凌
岬
州
鵜
一
一
一
継
‐

二
付
）
組
頭
庄
右
衛
門
外
四
名
↓
今
村
勝
蔵

四
力
村
惣
代
宮
木
村
伊
左
衛
門
外
一
○
名
↓

刑
嘉
永
二
年
二
月
信
濃
国
伊
那
郡
西
割
樋
口
村
酉
年
可
継
１

納
御
年
貢
免
定
之
事
松
井
周
蔵
外
七
名
↓
西
割
樋
口
村
刑
嘉
永
三
年
一
一
月
別
紙
取
替
書
面
之
事
（
中
馬
一
件
示
紙
１

村
役
人
談
二
付
添
書
）
諏
訪
郡
一
二
三
力
村
惣
代
中
新
田
吉
左

衛
門
外
三
名
↓
伊
那
郡
一
四
力
村
惣
代
宮
木
村
伊
左
衛
門

踊
嘉
永
二
年
一
一
月
樋
口
村
西
割
御
年
貢
米
納
通
嶋
田
横
１
外
二
名

小
十
郎
↓
名
主
文
蔵

糊
嘉
永
三
年
一
一
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
組
頭
役
引
紙
１

刑
嘉
永
二
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
上
手
村
分
）
横
１
替
ノ
件
二
付
）
樋
口
村
西
割
名
主
文
蔵
外
三
名
↓
嶋
田

刑
嘉
永
二
年
二
月
御
歳
貢
皆
済
帳
（
万
五
郎
村
）
名
主
横
１
小
十
郎

文
蔵
↓

刑
嘉
永
三
年
一
一
月
樋
口
村
西
割
成
年
可
納
御
年
貢
免
定
継
１

刑
嘉
永
二
年
二
月
御
歳
貢
皆
済
帳
（
両
入
作
）
名
主
文
横
１
事
後
藤
新
右
衛
門
外
八
名
↓
樋
口
村
村
役
人

蔵
↓

Ⅷ
嘉
永
三
年
一
一
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
組
頭
役
引
紙
１

刑
嘉
永
二
年
一
二
月
酉
御
年
貢
上
納
目
録
樋
口
村
西
割
継
１
替
願
）
樋
口
村
西
割
名
主
文
蔵
外
三
名
↓
嶋
田
小
十
郎

名
主
文
蔵
外
四
名
↓
今
村
勝
蔵

Ⅷ
嘉
永
三
年
一
一
月
樋
口
村
西
割
御
年
貢
米
納
帳
嶋
田
横
１

刑
嘉
永
二
年
一
二
月
差
上
申
挺
書
之
事
（
年
貢
残
米
積
置
紙
１
小
十
郎
↓
名
主
文
蔵

一
一
付
）
樋
口
村
西
割
名
主
文
蔵
外
四
名
↓
今
村
勝
蔵

刑
嘉
永
三
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
上
手
村
）
名
主
文
横
１

川
嘉
永
三
年
正
月
五
人
組
組
替
帳
（
恥
珊
と
合
綴
）
横
１
蔵
↓

糊
嘉
永
一
一
一
年
一
一
一
月
九
日
（
取
締
穀
代
請
取
）
明
鳴
寺
納
紙
１
剛
嘉
永
一
一
一
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
下
村
分
）
名
主
文
横
１

↓
樋
口
村
役
人
中

蔵
↓

刑
嘉
永
三
年
九
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
一
五
○
○
両
紙
１
刑
嘉
永
三
年
一
一
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
万
五
郎
村
分
）
名
横
１

献
金
願
）
↓
役
所

主
文
蔵
↓



洲
嘉
永
四
年
二
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
万
五
郎
村
）
名
主
横
１
髄

文
蔵
↓

棚
嘉
永
四
年
一
一
月
差
上
申
済
口
一
札
之
事
（
離
縁
二
付
継
１

人
別
送
リ
ノ
件
）
樋
口
村
東
割
仁
兵
衛
母
↓
嶋
田
小
十

郎
測
嘉
永
四
年
一
二
月
差
上
申
挺
書
之
事
（
年
貢
残
米
積
置
紙
１

一
一
付
）
樋
口
村
西
割
与
頭
重
四
郎
外
四
名
↓
嶋
田
小
十

郎
測
嘉
永
六
年
正
月
諸
帳
面
証
文
引
渡
シ
帳
万
五
郎
村
代
横
１

判
持
↓

伽
安
政
二
年
一
一
月
一
札
之
事
（
平
出
井
筋
堀
継
ノ
件
破
紙
１

談
二
付
）
樋
口
村
名
主
岡
右
衛
門
外
九
名
↓
赤
羽
村
役

人
衆
中

洲
安
政
二
年
一
二
月
卯
暮
利
足
勘
定
帳
（
万
五
郎
村
分
）
横
ｌ

松
田
久
右
衛
門
↓

剛
安
政
二
年
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
平
出
村
井
尻
継
堀
紙
１

ノ
件
示
談
二
付
）
樋
口
村
・
赤
羽
村
惣
役
人
↓
山
下
虎
五

郎
棚
安
政
四
年
二
月
書
添
之
事
（
中
畑
八
畝
二
一
歩
請
戻
シ
紙
１

二
付
）
本
人
文
左
衛
門
外
一
名
↓
久
右
衛
門

棚
安
政
四
年
二
月
売
渡
申
畑
之
事
（
三
筆
計
八
畝
二
一
歩
、
紙
１

代
金
四
両
二
分
ニ
テ
売
渡
）
久
右
衛
門
↓
文
左
衛
門

州
安
政
六
年
正
月
伝
馬
人
足
帳
（
樋
口
村
西
割
分
）
松
田
横
１

久
右
衛
門
↓

洲
安
政
六
年
二
月
一
札
之
事
（
地
所
請
戻
シ
ニ
付
地
替
）
紙
１

当
人
文
左
衛
門
外
一
名
↓
久
右
衛
門

棚
安
政
六
年
一
○
月
田
畑
預
御
年
貢
勘
定
帳
樋
口
村
西
横
１

割
松
田
久
右
衛
門
↓

刑
嘉
永
三
年
二
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
両
入
作
分
）
名
主
横
１

文
蔵
↓

刑
嘉
永
三
年
一
二
月
差
上
申
挺
書
之
事
（
年
貢
残
米
積
置
紙
１

二
付
）
樋
口
村
西
割
組
頭
重
四
郎
外
四
名
↓
嶋
田
小
十

郎
刑
嘉
永
三
年
一
二
月
乍
恐
以
害
付
御
歎
願
奉
上
候
（
中
山
継
１

道
和
田
宿
助
郷
役
減
免
願
）
樋
口
村
与
頭
柳
左
衛
門
外

四
名
↓
嶋
田
小
十
郎

刑
嘉
永
三
年
一
二
月
助
郷
人
馬
勤
積
書
（
中
山
道
和
田
宿
継
１

増
助
郷
二
付
）
樋
口
村
又
左
衛
門
↓
嶋
田
小
十
郎

捌
嘉
永
三
年
一
二
月
今
般
中
馬
一
統
所
々
打
寄
相
談
事
之
紙
１

上
駄
賃
取
極
候
談
合
中
馬
惣
代
↓

Ⅲ
嘉
永
四
年
二
月
譲
申
名
跡
之
事
（
弥
惣
治
跡
敷
相
続
一
一
紙
１

付
）
親
類
太
郎
八
外
三
名
↓
利
兵
衛

畑
嘉
永
四
年
二
月
譲
り
申
名
跡
之
事
（
弥
惣
治
跡
音
弥
二
紙
１

譲
リ
ニ
付
）
親
類
太
郎
八
外
三
名
↓
利
兵
衛

珊
嘉
永
四
年
三
月
一
六
日
覚
（
亥
年
分
取
締
穀
代
金
請
取
）
紙
１

明
鳴
寺
高
遠
出
張
役
所
↓
樋
口
村
役
人
中

洲
嘉
永
四
年
一
一
月
信
濃
国
伊
那
郡
西
割
樋
口
村
亥
年
可
継
１

納
御
年
貢
免
定
事
後
藤
新
右
衛
門
外
八
名
↓
西
割
樋
口

村
村
役
人

柵
嘉
永
四
年
二
月
樋
口
村
西
割
亥
御
年
貢
米
納
通
山
横
１

下
虎
五
郎
↓

洲
嘉
永
四
年
二
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
上
手
村
分
）
名
主
横
１

文
蔵
↓

刑
嘉
永
四
年
二
月
御
年
貢
皆
済
帳
（
下
田
村
分
）
名
主
横
１

文
蔵
↓



岨
文
久
二
年
八
月
差
出
申
一
札
之
事
（
私
家
内
家
出
ノ
件
紙
１

一
一
付
）
新
町
村
当
人
治
兵
衛
外
二
名
↓
甲
州
巨
摩
郡
山

宮
村
福
寿
院
方
丈

伽
嬢
涯
語
勢
錨
靖
騨
蝿
叫
肇
離
鮒
漂
継
‐

↓
松
井
周
蔵

棚
文
久
三
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
中
仙
道
継
ｌ

和
田
宿
助
郷
勤
御
免
ノ
件
）
福
嶋
村
外
四
力
村
惣
代
名

主
助
左
衛
門
外
一
名
↓
飯
島
御
役
所

側
文
久
三
年
一
○
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
中
仙
道
和
綴
１

細
縮
刑
卿
崩
批
寧
聴
藤
駿
河
守
領
分
樋
口
村
惣
代
岡

棚
元
治
元
年
一
一
一
月
示
談
書
之
事
（
新
井
筋
ノ
件
示
談
二
付
、
紙
１

端
裏
書
ア
リ
）
平
出
村
名
主
四
郎
兵
衛
外
一
力
村
四
名

↓
山
下
新
治

川
元
治
元
年
八
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
平
出
上
井
筋
継
１

継
堀
ノ
件
一
一
付
見
分
願
）
樋
口
村
西
割
組
頭
藤
右
衛
門

外
二
名
↓
荒
川
瀬
兵
衛

伽
元
治
元
年
八
月
差
出
申
議
定
書
之
事
（
新
井
筋
修
復
ノ
継
１

件
示
談
一
一
付
、
端
裏
書
ア
リ
）
樋
口
村
西
割
組
頭
藤
右
衛

門
外
一
力
村
九
名
↓
山
下
新
治
外
一
名

川
元
治
元
年
八
月
乍
恐
御
請
書
奉
差
上
候
（
新
井
筋
人
足
紙
１

足
米
高
割
ノ
件
一
一
付
）
樋
口
村
西
割
名
主
治
左
衛
門
外

四
名
↓
山
下
新
治
外
一
名

棚
元
治
元
年
八
月
乍
恐
御
請
書
奉
差
上
候
（
新
井
筋
人
足
紙
１

足
米
高
割
ノ
件
一
一
付
）
樋
口
村
西
割
名
主
外
↓
山
下
新

外
一
名

棚
元
治
元
年
一
○
月
儀
定
書
之
事
（
東
井
筋
分
水
場
所
替
継
１

ノ
件
示
談
一
一
付
）
樋
口
村
東
割
名
主
儀
右
衛
門
外
五
名

外
二
村
↓
春
日
縫
治
師

棚
万
延
元
年
七
月
（
手
習
）
寛
泰
堂
主
人
正
明
↓
冊
１

Ⅲ
雲
一
読
一
調
一
蕊
申
訓
斑
敵
放
鱒
臥
岬
誌
咽
揃
献
紙
‐

衛
門

仙
文
久
元
年
一
一
月
一
三
日
差
出
申
拝
見
書
之
事
（
和
宮
紙
１

様
通
行
一
一
付
当
分
助
郷
割
紙
拝
見
ノ
事
）
今
川
要
作
御

代
官
所
信
州
伊
那
郡
南
小
河
内
村
↓

州
文
久
二
年
一
一
月
覚
（
香
蓮
寺
社
地
引
移
一
一
付
願
書
）
祈
横
１

願
旦
中
役
人
惣
代
年
寄
久
右
衛
門
外
一
名
↓
嶋
田
小
十
郎

仙
文
久
一
一
年
一
一
一
月
一
一
一
日
遺
書
（
真
金
寺
移
住
ノ
儀
二
付
）
紙
１

真
金
寺
宗
仙
↓
本
山
金
頭
大
和
尚
伝
衣
下
法
類
衆
中
・
壇

惣
代
・
惣
壇
中

州
文
久
二
年
六
月
二
八
日
差
上
申
真
金
寺
遺
書
開
見
御
受
継
１

書
之
事
右
惣
日
一
中
惣
代
新
町
村
染
右
衛
門
外
六
名
↓
本

山
役
寮
中

川
文
久
二
年
八
月
謹
上
請
待
書
ノ
事
（
真
金
寺
住
職
依
頼
継
１

ノ
件
）
赤
羽
村
名
主
善
右
衛
門
外
一
一
一
名
↓
甲
州
山
梨

郡
山
宮
村
福
寿
院
方
丈

仰
文
久
一
一
年
八
月
為
取
替
申
済
口
証
文
之
事
（
香
蓮
寺
住
継
１

職
ノ
件
）

川
文
久
二
年
八
月
為
取
替
申
済
口
証
文
之
事
（
香
蓮
寺
旦
継
１

中
ノ
者
寺
構
内
立
木
伐
木
一
件
一
一
付
）

棚
蚊
撒
健
峰
伽
洞
罷
鮪
訓
雌
則
膿
聯
桃
雌
紗
峰
韻
継
戦
淵
跡
脈
継
１

寺
方
丈

川
文
久
二
年
八
月
差
出
申
一
札
之
事
（
家
出
婦
人
、
当
山
紙
１

珊
帆
隙
則
勧
件
）
赤
羽
村
名
主
善
右
衛
門
外
一
名
↓
新



紙
１

棚
卯
一
二
月
覚
（
村
方
囲
籾
一
○
○
二
石
余
預
リ
）
郷
方

役
所
↓

捌
巳
七
月
晦
日
覚
（
土
佐
御
年
貢
ト
シ
テ
金
一
両
請
取
）

棚
巳
二
月
申
渡
（
当
年
凶
作
二
付
窮
民
救
済
ノ
件
）

柵
巳
一
一
月
乍
恐
以
書
付
御
歎
願
奉
申
上
候
（
長
岡
村
畑

田
成
開
発
ノ
件
）

棚
午
正
月
（
松
田
久
右
衛
門
分
割
付
金
書
上
）

柵
井
肺
謹
雲
蕊
趣
嶋
伊
憩
譲
嘘
貸
金
／
内
一

棚
午
一
一
月
（
辰
巳
午
年
分
村
囲
籾
七
石
余
預
リ
証
）

伽
丙
午
勤
要
録
名
主
勝
兵
衛
↓
先
役
文
久

帆
未
正
月
借
用
申
金
子
之
事
（
酒
造
米
買
請
代
金
ト
シ
テ

ニ
○
○
○
両
二
分
二
朱
卜
九
分
五
厘
借
用
）
本
人
亀
屋

長
次
郎
外
一
名
↓
松
田
久
右
衛
門

似
未
二
月
二
五
日
記
（
割
付
米
金
ノ
内
五
両
請
取
）
松
田

久
喜
代
↓
名
主
松
田
用
勝

棚
未
七
月
記
（
年
貢
勘
定
控
書
）
名
主
用
勝
↓
久
右
衛
門

州
申
一
二
月
覚
（
村
囲
籾
子
一
六
石
預
リ
ニ
付
預
書
）
郷

方
役
所
↓
樋
口
西
割

帆
酉
二
～
一
二
月
覚
（
ま
ん
じ
ゅ
う
代
金
外
請
取
）

棚
亥
一
○
月
和
田
助
亥
一
月
渡
割

仰
亥
一
○
月
一
六
日
覚
（
木
曽
御
手
形
引
替
米
二
一
二
俵
）

棚
戊
三
月
二
七
日
覚
（
酒
代
外
計
一
四
○
文
請
取
）
市
兵

衛
↓
樋
口
村
役
元

紙紙横継
１１１１

紙紙
１１

帆
慶
応
元
年
惣
益
積
金
仕
法
金
冊
１

伽
慶
応
元
年
譲
渡
申
地
所
之
事
（
先
地
主
四
人
分
畑
計
八
継
１

筆
、
金
五
二
両
二
分
ニ
テ
譲
渡
）
沢
村
譲
主
儀
右
衛
門
↓

樋
口
村
西
割
久
右
衛
門

棚
慶
応
元
年
東
井
筋
人
足
諸
入
用
書
上
帳
（
樋
口
村
西
割
横
１

分
）

棚
慶
応
二
年
四
月
売
渡
申
地
所
証
文
之
事
（
原
畑
八
畝
歩
、
紙
１

金
一
○
両
ニ
テ
売
渡
、
奥
書
ア
リ
）
売
渡
文
左
衛
門
外
一

名
↓
松
田
久
右
衛
門

慨
慶
応
二
年
二
月
売
渡
申
田
地
証
文
之
事
（
畑
田
成
四
紙
１

畝
歩
、
代
金
一
○
両
ニ
テ
売
渡
）

棚
慶
応
三
年
六
月
差
出
申
示
談
書
之
事
（
平
出
村
井
筋
ノ
継
１

件
示
談
二
付
）
樋
口
村
名
主
修
兵
衛
外
九
名
↓
春
日
金

太棚
慶
応
三
年
六
月
融
通
米
害
上
帳
横
１

棚
慶
応
四
年
二
月
売
渡
申
畑
証
文
之
事
（
下
畑
五
畝
一
○
紙
１

歩
、
金
八
両
一
分
ニ
テ
売
渡
）
売
主
清
七
外
二
名
↓
久
右

衛
門

棚
慶
応
四
年
二
月
売
渡
申
畑
証
文
之
事
（
下
畑
三
畝
二
○
紙
１

歩
、
金
三
両
二
分
ニ
テ
売
渡
）
本
人
久
三
郎
外
二
名
↓
久

右
衛
門

棚
子
三
月
借
用
申
金
子
之
事
（
当
年
春
年
貢
金
二
指
詰
り
紙
１

文
金
三
両
借
用
）

側
丑
二
月
（
林
右
衛
門
召
使
友
之
丞
盗
賊
ノ
件
二
付
裁
許
綴
１

状
）

棚
寅
四
月
五
日
覚
（
御
蔵
米
払
駄
賃
ノ
件
二
付
触
書
）
松
紙
１

田
久
右
衛
門
↓
樋
口
村
西
割
外
六
カ
村
主
中

紙横紙
１１１

紙紙
１１
継継紙
１１１

紙
１
㈹



紙紙紙
１１１

継紙
１１
継継紙
１１１

継横
１１
紙紙
１１

紙紙紙
１１１

棚
戊
一
二
月
覚
（
一
○
点
計
一
五
匁
六
分
五
厘
請
取
）
上

田
や
市
兵
衛
↓
万
五
郎
村
文
蔵

側
戊
一
二
月
覚
（
酒
代
残
金
等
書
上
）
文
蔵
↓
八
郎
右
衛

門
侃
戊
一
二
月
覚
（
絹
代
一
匁
一
○
分
請
取
）
平
岡
藤
屋
左

内
↓
万
五
郎
村
文
蔵

侃
正
月
二
○
日
（
年
始
ノ
挨
拶
状
）
松
田
文
蔵
↓
見
朋
寺

棚
二
月
借
用
申
金
子
之
事
（
年
貢
二
差
詰
り
金
二
分
借
用
）

州
二
月
一
札
（
借
用
残
金
無
尽
二
懸
ヶ
渡
シ
ノ
事
）
か
り

主
甚
左
衛
門
↓
久
右
衛
門

価
二
月
二
四
月
（
新
夫
人
割
ノ
件
二
付
書
簡
）
源
右
衛
門

↓
名
主
文
蔵

棚
二
月
二
九
日
（
夫
金
延
引
ノ
件
二
付
書
簡
）
東
源
右
衛

門
↓
西
わ
り

棚
三
月
一
一
日
和
田
助
（
和
田
宿
助
郷
割
合
金
書
上
力
）

棚
三
月
二
四
日
（
樋
口
村
両
割
分
人
足
高
割
書
上
）
東
わ

り
源
右
衛
門
↓
西
わ
り
文
蔵

棚
三
月
二
五
日
覚
（
勘
定
仕
切
）
儀
右
衛
門
↓
万
五
郎
村

名
主
文
蔵

棚
三
月
二
八
日
（
勝
兵
衛
一
件
二
付
両
割
約
束
ノ
件
異
変

二
付
書
簡
）
東
わ
り
源
右
衛
門
↓
西
わ
り
名
主
文
蔵

柵
五
月
二
二
日
覚
（
助
郷
等
出
入
勘
定
割
）
東
源
右
衛
門

↓
西
わ
り
名
主
文
蔵

棚
六
月
一
○
日
口
上
（
辰
野
村
覚
右
衛
門
帰
参
ノ
件
）

柵
六
月
一
二
日
（
山
絵
図
虫
干
ノ
件
二
付
書
簡
）
樋
口
村

西
割
名
主
文
蔵
↓
沢
底
村
名
主
瀧
右
衛
門

州
七
月
七
日
（
峯
山
寺
勧
化
ノ
件
二
付
書
簡
）
東
源
右
衛

門
↓
西
割
名
主
文
蔵

柵
九
月
一
三
日
覚
（
酒
代
外
二
点
計
八
○
○
文
請
取
）
市

兵
衛
↓

柵
一
○
月
六
日
（
山
方
役
人
御
案
内
ノ
件
二
付
書
簡
）
東

わ
り
↓
西
割

州
一
一
月
初
旬
（
藤
七
無
心
ノ
金
子
立
替
ノ
件
二
付
書
簡
）

久
三
郎
↓
松
田
文
蔵

棚
二
月
七
日
（
樋
口
西
割
上
納
金
納
控
）

棚
二
月
一
五
日
（
院
号
ノ
件
二
付
書
簡
）

川
二
月
二
五
日
（
柿
荷
物
附
運
ピ
ノ
件
二
付
書
簡
）
七

久
保
組
惣
代
↓
上
伊
奈
郡
惣
代

帆
一
一
月
二
七
日
（
七
久
保
組
惣
代
ョ
リ
申
来
リ
ノ
件
二

付
書
簡
）
宮
木
村
名
主
↓
右
村
々
名
主

伽
一
二
月
八
日
（
重
四
郎
組
頭
役
ノ
件
取
調
二
付
召
喚
状
）

小
林
藤
左
衛
門
外
二
名
↓
樋
口
西
割
名
主
中

棚
一
二
月
一
六
日
（
両
割
会
合
出
席
依
頼
二
付
書
簡
）
東

わ
り
源
右
衛
門
↓
西
わ
り
文
蔵

帆
一
二
月
一
七
日
（
勘
定
延
引
ノ
件
二
付
書
簡
）
源
右
衛

門
↓
西
割
文
蔵

畑
一
二
月
一
日
（
夫
銭
米
無
心
二
付
書
簡
）
東
わ
り
源
右

衛
門
↓
西
わ
り
名
主
文
蔵

川
一
二
月
覚
（
不
納
米
書
上
）
赤
羽
村
名
主
↓
名
主

伽
一
二
月
（
納
入
書
、
断
簡
）
西
わ
り
名
主
文
蔵
↓
赤
羽

村
与
左
衛
門

継継
１１
紙紙継継紙
ｌｌｌｌｌ

紙紙紙
１１１
紙紙紙継
１１１１
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伽
（
江
戸
期
）
覚
（
割
付
米
金
請
取
）
↓
名
主
要
右
衛
門

棚
（
江
戸
期
）
覚
（
献
金
請
取
一
括
）
池
上
理
右
衛
門
↓
樋

口
西
割
名
主
中

州
（
江
戸
期
）
記
（
米
代
金
請
取
一
括
）
↓
松
田
久
右
衛
門

棚
（
江
戸
期
）
覚
（
貸
金
書
上
）

州
（
江
戸
期
）
（
畑
成
永
引
等
高
書
上
）

州
（
江
戸
期
）
（
入
用
金
帳
簿
断
簡
）

州
（
江
戸
期
）
覚
（
助
人
馬
書
上
）

棚
（
江
戸
期
）
（
中
馬
一
件
二
付
書
簡
）

Ⅷ
（
江
戸
期
）
西
わ
り
分
取
（
大
麦
小
麦
〆
二
升
四
合
六
勺
）

Ⅷ
（
江
戸
期
）
（
入
作
銭
納
入
簿
、
東
割
・
赤
羽
村
分
）

Ⅷ
（
江
戸
期
）
（
図
面
虫
干
ノ
件
二
付
書
簡
）

剛
（
江
戸
期
）
（
万
治
～
文
化
歴
代
名
主
書
上
）

刑
（
江
戸
期
）
（
請
取
綴
）

邪
（
江
戸
期
）
（
木
曽
請
取
手
形
控
、
飯
沼
村
手
形
請
取
控
）

柵
（
江
戸
期
）
覚
（
村
入
用
書
上
）

Ⅷ
（
江
戸
期
）
覚
（
割
付
言
上
）

Ⅷ
（
江
戸
期
）
地
方
往
来

Ⅲ
（
江
戸
期
）
寸
虹
望
記
（
由
井
正
雪
ノ
乱
記
）

冊冊紙紙折綴折継綴継紙継横継紙紙
１１１１１１１１１１１１１１１

紙紙
６１
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棚
（
江
戸
期
）
口
上
（
橋
大
木
見
分
ノ
件
）
源
右
衛
門
↓
文
紙
１

蔵
側
（
江
戸
期
）
御
縄
高
辻
（
慶
長
一
四
年
縄
入
高
辻
写
）
冊
１

棚
（
江
戸
期
）
村
定
（
当
夏
天
候
不
順
一
一
付
五
節
句
・
参
宮
．
紙
１

入
湯
ノ
節
酒
一
切
禁
止
外
）
村
役
人
↓

柵
（
江
戸
期
）
組
頭
役
相
勤
候
者
覚
（
後
欠
）
継
１

棚
（
江
戸
期
）
（
家
筋
御
調
一
一
付
曾
祖
々
父
肩
書
書
入
願
）
紙
１

願
人
嘉
左
衛
門
↓

柵
（
江
戸
期
）
乍
恐
以
書
付
御
歎
訴
奉
願
上
候
（
塩
尻
宿
助
継
１

郷
加
銭
免
除
願
）
伊
那
郡
一
二
力
村
惣
代
西
伊
那
郡
部

村
平
治
外
二
名
↓

州
（
江
戸
期
）
井
筋
条
目
控
規
定
（
新
井
筋
議
定
ノ
事
外
）
横
１

樋
口
村
西
割
松
田
権
右
衛
門
↓

柵
（
江
戸
期
）
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
東
井
筋
清
水
築
ノ
紙
１

件
二
付
）
赤
羽
村
善
右
衛
門
外
七
名
↓
小
原
益
太
郎

棚
（
江
戸
期
）
拝
見
書
之
事
（
用
水
出
入
二
付
拝
見
承
知
ノ
紙
１

件
）

棚
（
江
戸
期
）
乍
憧
以
口
上
御
詫
申
上
候
事
（
香
蓮
寺
勧
化
継
１

筋
取
持
不
精
ノ
件
一
一
付
詫
）
平
出
村
高
徳
寺
外
一
一
力
寺

二
名
↓
本
山
使
僧
清
雲
院

柵
（
江
戸
期
）
為
取
替
申
済
口
証
文
之
事
（
香
蓮
寺
構
内
立
紙
１

木
伐
木
ノ
件
二
付
）

棚
（
江
戸
期
）
寄
附
証
文
之
事
（
仏
事
寄
附
ト
シ
テ
文
字
金
紙
１

五
両
）

棚
（
江
戸
期
）
（
旅
先
病
気
二
付
逗
留
願
書
雛
形
）
紙
１

州
（
江
戸
期
）
（
御
借
財
口
年
賦
割
合
帳
）
横
１


